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『イノベーション：ビジネスによる創造を進化させる』は、シスコ

システムズの協賛の下、エコノミスト・インテリジェンス・ユニッ

トが作成した報告書である。本報告書に対するすべての責任はエ

コノミスト・インテリジェンス・ユニットが負うものとする。本

報告書の本文は Nick Valery および Laza Kekic が執筆し、Bob 

Johnstone および David Jacoby が巻末の別表を作成した。編

集は Nigel Holloway、 デザインは Richard Zoehrer が担当した。

本報告書に記載された調査結果および見解は、必ずしもスポンサー

の考えを反映するものではない。調査対象となった経営者の方々

より貴重な時間と有益な意見をいただいたことに心より感謝申し

上げる。

序文

２００７年５月
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相
互
作
用
の
経
済
に
関
す
る
３
つ
の
テ
ー
マ

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｅ

Ｉ
Ｕ
）
は
、
２
０
０
６
年
に
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
協
賛

の
下
「
２
０
２
０
年
の
予
測
と
展
望
」
と
題
す
る
報
告

書
を
作
成
し
た
。
今
回
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
ビ
ジ

ネ
ス
に
よ
る
創
造
を
進
化
さ
せ
る
」
は
同
報
告
書
か
ら

派
生
し
た
、
２
０
０
７
年
に
発
表
さ
れ
た
３
つ
の
報
告
書

の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
。

　
「
２
０
２
０
年
の
予
測
と
展
望
」
は
、
今
後
15
年
に
世

界
経
済
が
経
験
す
る
と
思
わ
れ
る
数
々
の
重
要
な
変
化

に
着
目
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
重
要
な
ト
レ
ン

ド
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

人
口
構
造
の
変
化
、
個
人
の
原
子
化
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
個
別
化
）、
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
知

識
管
理
）
の
５
つ
だ
。
同
報
告
書
は
、
こ
れ
ら
の
ト
レ
ン

ド
が
世
界
の
主
要
産
業
と
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方

に
重
大
か
つ
複
雑
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
報
告
書
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ
ら
に
詳
細

な
検
証
を
行
う
べ
く
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
３
つ
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
と
り
あ
げ
る

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
。
そ
の
３
つ
の
テ
ー
マ

と
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
本
報
告
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
だ
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
他
の
２
つ
と
相
互
に
関
係
し
、
補
完
し
合
う
よ
う

な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。顧
客
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、従
業
員
、

経
営
者
、
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
単
な
る
取
引
を
超
え

て
相
互
利
益
の
た
め
に
情
報
交
換
を
行
う
「
相
互
作
用

の
経
済
（Interactions Econom

y

）」
を
、
異
な
っ

た
視
点
か
ら
検
証
す
る
の
が
そ
の
目
的
だ
。

　

相
互
作
用
の
経
済
を
形
作
っ
て
い
る
こ
れ
ら
３
つ
の
新

た
な
要
素
は
、
い
ず
れ
も
企
業
に
課
題
だ
け
で
な
く
大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。
パ
ー
ソ

ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

さ
ら
に
推
し
進
め
た
も
の
で
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
顧

客
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
、
嗜
好
あ
る
い
は
設
定
に
対
応
さ

せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
科
学
技
術
は
と
く
に
高
度
な

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
長
け
て
い
る
。
た
と
え
ば

携
帯
電
話
や
携
帯
端
末
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

好
み
に
応
じ
て
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
る
。
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
多
種
多
様
な
製
品
、
機
能
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
可
能
な
限
り
提
供
す
る
こ
と
で
売
上
お
よ

び
利
益
を
増
加
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
さ
せ

る
力
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

　

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
力
を
秘
め
て
い
る
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
は
、
広
義
に
は
「
と
も
に
協
力
す
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
が
、
本
報
告
書
で
は
、「
既
存
の
地
理
的
、

組
織
的
、
機
能
的
な
境
界
の
橋
渡
し
を
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
協
約
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
コ
ア
・
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
（
競
争
力
の
中
核
と
な
る
能
力
）
や
、
企

業
が
も
つ
機
動
力
の
重
要
性
の
高
ま
り
、
そ
し
て
新
興

市
場
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
企
業
は
組
織
内
外
で
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
す
ま
す
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
機
能
別
グ
ル
ー
プ
間
、
あ
る
い
は
組
織
間
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
産
性

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、企
業
と
政
府
機
関
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
要
素
と
い
え
よ
う

（
本
報
告
書
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
「
経

済
的
な
利
益
な
ど
の
た
め
に
、
知
識
を
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
た
な
方
法
で
応
用
す
る
こ
と
」
と
定
義
す
る
）。
ビ

ジ
ネ
ス
界
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
自
ら
の
競
争
相
手
に

打
ち
勝
つ
た
め
の
一
手
段
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
各
国

の
政
策
立
案
者
た
ち
は
、
自
国
経
済
の
成
長
の
た
め
に
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
が
必

要
だ
と
見
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
テ
ー
マ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
た
と
え
ば
企
業
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
可
能
な
革
新
的
（
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
）
製

品
を
生
み
出
す
た
め
に
、
顧
客
と
の
協
力
関
係
（
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
築
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
生
産
技
術
面
で
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
）
が
実
現
す
れ
ば
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に

世
界
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
従
業
員
を
集
め
て
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
互
作
用
の
経
済
が
発
展

し
て
い
け
ば
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
３
つ
の
要
素
の

結
び
つ
き
は
さ
ら
に
強
ま
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
重
要

性
も
さ
ら
に
高
ま
り
、
世
界
中
の
企
業
に
は
か
り
し
れ
な

い
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
。 
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エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
サ
マ
リ
ー

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
と
政
府
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
本
報
告

書
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
「
経

済
的
な
利
益
な
ど
の
た
め
に
、
知
識
を
こ
れ
ま
で

に
な
い
新
た
な
方
法
で
応
用
す
る
こ
と
」
と
定
義

す
る
）。
経
営
者
た
ち
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

自
社
の
生
き
残
り
の
た
め
に
重
要
な
武
器
と
み

な
し
て
い
る
一
方
で
、
政
府
関
係
者
は
、
自
国
経

済
の
成
長
の
た
め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

　

だ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
れ
ほ
ど
重
要
な

の
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
、
ど
う
い
っ
た
国
々
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
長
じ
て
い
て
、
そ
れ
は
な

ぜ
な
の
か
？　

こ
れ
ら
の
答
え
を
見
つ
け
る
た

め
に
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・

ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
は
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム

ズ
の
協
賛
の
下
、
２
０
０
６
〜
０
７
年
に
か
け

て
２
つ
の
調
査
研
究
を
並
行
し
て
行
っ
た
。
１

つ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
と
な
る
要

素
と
そ
の
相
対
的
な
重
要
度
を
理
解
す
る
た
め
、

４
８
５
名
の
企
業
経
営
者
を
対
象
と
し
て
行
っ

た
世
界
規
模
の
調
査
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
、
世

界
82
か
国
の
経
済
を
２
０
０
２
～
０
６
年
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
を
も
と
に
ラ
ン
ク
づ
け
し
、

同
時
に
２
０
１
１
年
ま
で
の
予
測
を
行
っ
た
調

査
で
あ
る
。

　

こ
の
２
つ
の
調
査
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
家
の
経
済
成
長
と

企
業
業
績
の
両
方
に
有
益
な
作
用
を
も
た
ら
す
。

そ
の
効
果
は
、
マ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
よ
り
も
ミ
ク

ロ
経
済
レ
ベ
ル
で
よ
り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。

●
企
業
レ
ベ
ル
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
46
％

が
同
業
他
社
を
上
回
る
業
績
を
上
げ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
と
く
に
重
要
だ

と
回
答
し
な
か
っ
た
企
業
の
中
で
同
業
他
社
を

上
回
る
業
績
を
上
げ
て
い
る
も
の
は
32
％
に
と

ど
ま
っ
た
。

　

２
０
０
６
年
11
月
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
世
界
各

国
４
８
５
名
の
企
業
経
営
者
を
対
象
と
し

て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
者
の
う
ち

最
多
の
割
合
を
占
め
た
業
界
は
金
融
サ
ー

ビ
ス
で
、
Ｉ
Ｔ
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
専
門

サ
ー
ビ
ス
、
製
造
業
、
医
療
関
連
、
製
薬

業
お
よ
び
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
が

こ
れ
に
続
い
た
。
回
答
者
の
48
％
は
年
間

売
上
高
が
５
億
米
ド
ル
以
下
の
企
業
に
在

籍
し
て
お
り
、
総
収
入
が
50
億
米
ド
ル
を

超
え
る
企
業
の
属
す
る
経
営
者
の
割
合
は

26
％
だ
っ
た
。
回
答
者
の
30
％
は
、
取
締

役
ま
た
は
社
長
・
会
長
そ
の
他
最
高
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
）、
35
％
は
副
社
長
（
Ｓ
Ｖ

Ｐ
含
む
）、
専
務
、
取
締
役
、
事
業
部
長

ま
た
は
部
門
長
、
残
り
35
％
は
管
理
職
で

あ
っ
た
。
担
当
部
門
で
は
、
戦
略
お
よ
び

事
業
発
展
関
連
、
経
営
統
括
、
財
務
、
営

業
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
大
多
数
を

占
め
て
い
た
。
回
答
企
業
の
56
％
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
お
よ
び
中
東
、
25
％
は
ア
メ
リ
カ
、

20
％
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
拠
点
を
置

い
て
い
る
（
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
合
計
す

る
と
１
０
１
％
に
な
る
の
は
、
小
数
点
以

下
を
切
り
上
げ
て
い
る
た
め
）。

本
調
査
に
関
し
て

企業の長期的成功に対し、イノベーションはどれくらいの重
要性をもっていますか？（回答者の割合：％）

非常に重要である 47%

重要である 40%

やや重要である 12%

あまり重要
ではない 1%
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●
調
査
対
象
の
中
で
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
な
ど

の
ハ
イ
テ
ク
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
あ
る
い
は
そ
の

近
隣
地
域
に
本
拠
地
を
置
い
て
い
る
企
業
で
は
、

56
％
が
同
業
他
社
を
上
回
る
業
績
を
上
げ
て
い

た
。
そ
れ
に
対
し
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

外
に
拠
点
を
置
く
企
業
で
は
、
同
業
他
社
を
上

回
る
業
績
を
上
げ
て
い
る
割
合
が
36
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

●
本
調
査
の
回
答
者
は
、
国
家
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
源
と
な
る
様
々
な
要
因
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
、労
働
力
の
技
術
的
熟
練
度（
回

答
者
の
92
％
）
や
、
情
報
技
術
・
電
気
通
信
イ
ン

フ
ラ
の
質
（
同
じ
く
回
答
者
の
92
％
）
を
挙
げ
る

回
答
者
の
数
が
多
か
っ
た
。

●
本
調
査
の
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
と
な
っ
た
82
カ

国
の
う
ち
、
優
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
も

つ
上
位
４
カ
国
は
日
本
、
ス
イ
ス
、
米
国
お
よ

び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、

今
後
２
０
０
７
～
１
１
年
の
期
間
も
同
様
の
地

位
を
占
め
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
中

に
は
中
国
が
５
ラ
ン
ク
、
メ
キ
シ
コ
が
６
ラ
ン
ク

ほ
ど
順
位
を
上
げ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
、

今
後
の
順
位
を
上
げ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
注

目
国
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
コ
ス

タ
リ
カ
そ
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
だ
。

●
中
国
に
は
、
イ
ン
ド
よ
り
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
有
利
な
条
件
が
整
っ
て
い
る
。
現
在
、
中

国
の
研
究
開
発
費
は
日
本
を
上
回
り
、
年
間
１
、

３
６
０
億
米
ド
ル
を
投
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
小
国
の
メ
リ
ッ
ト
」
も
あ

る
。
31
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
付
録
Ａ
の
一
覧
表
が

示
す
よ
う
に
、
上
位
25
カ
国
中
12
カ
国
が
人
口

１
、０
０
０
万
未
満
の
小
国
で
あ
る
こ
と
は
注
目

に
値
す
る
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
利
益
は
、
先
進

国
よ
り
も
メ
キ
シ
コ
や
中
国
な
ど
の
中
所
得
国

の
方
が
大
き
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｉ
Ｕ

の
経
験
に
基
づ
く
分
析
に
よ
る
と
、
一
定
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
得
る
利
益

は
、
高
所
得
国
よ
り
も
中
所
得
国
の
方
が
多
い
。

た
し
か
に
中
所
得
国
は
技
術
輸
入
へ
の
依
存
度

が
高
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
に
果
た

す
役
割
も
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き

る
。
だ
が
、
輸
入
し
た
技
術
を
吸
収
す
る
ス
ピ
ー

ド
が
、
そ
う
い
っ
た
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
事
実
だ
。
こ
の
調
査
結
果

は
、
中
所
得
国
が
こ
れ
か
ら
先
進
国
経
済
の
追
い

上
げ
を
図
る
可
能
性
を
示
す
よ
い
兆
候
だ
ろ
う
。

企業にとってのイノベーションの重要度は、他の成功因子よりも高
いですか、それとも低いですか？

あなたの組織においてもっとも成功したイノベーションの要因とし
て考えられるものは何ですか？
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

私の組織にとって、イノベーションは以下の要因よりも重要です。
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

32%

22%

38%

36%

26%

21%

売上の増加

株価

経営の効率

マーケットシェア

利益幅

上記以外

39%

46%

49%

13%

29%

7%

21%

その他

業務、製品、サービスの改善点の修正

業界または市場構造の変化

顧客の嗜好・性向の変化

人口構造の変化

科学技術の飛躍的進歩

イノベーションプログラムへの計画的投資



イノベーション：ビジネスによる創造を進化させる

Ⓒ エコノミスト・インテリジェンス・ユニット　2008 � 6

不
可
欠
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ぜ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
？

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ビ

ジ
ネ
ス
の
成
功
を
決
定
づ
け
る
最
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
10
年
ほ
ど
前
の
企
業
は
、
リ
ス
ト

ラ
、
コ
ス
ト
削
減
お
よ
び
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
向
上
と
い
っ
た
面
を
重
視
し
て
生
き
残
り
や

成
長
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
以
来
、
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
化
、
民
営
化
そ
し
て
規
制
緩
和
が
、

欧
米
や
日
本
な
ど
の
先
進
国
か
ら
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
や
南
米
な
ど
の
新
興
市
場
に
至
る
ま
で
、

世
界
中
を
席
巻
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
航
空
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
達
、
特
許
申
請
プ

ロ
セ
ス
の
改
善
な
ど
の
お
か
げ
で
、
最
新
技
術
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
と
な
っ
た
。
今
で
は
、
ブ
ラ

ン
ド
や
長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
顧

客
と
の
関
係
、
独
占
的
な
技
術
、
ま
た
は
関
税
障

壁
な
ど
に
よ
っ
て
安
泰
が
保
証
さ
れ
る
企
業
な

ど
は
ほ
ぼ
皆
無
だ
。
競
争
力
向
上
へ
の
圧
力
は
、

世
界
の
ど
こ
で
も
目
の
前
に
感
じ
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
企
業
は
、
新
た
に
規
模
を
縮
小
し
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
ス
を
促
進
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
対
応
す
る
体
制
を
整
え
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
痛
感
し
て
い
る
。
と
く
に
人
件
費
が
高

い
先
進
国
の
企
業
で
は
そ
う
だ
。
ど
ん
な
に
品
質

が
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
標
準
化
さ
れ
た
手
法
で
製

造
さ
れ
た
標
準
的
な
製
品
で
は
、
も
は
や
企
業
の

競
争
上
の
優
位
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

あ
ら
ゆ
る
業
界
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の

経
営
者
た
ち
は
、
収
益
と
純
利
益
を
向
上
す
る
た

め
戦
略
の
見
直
し
を
は
じ
め
て
い
る
。
そ
し
て
彼

ら
の
多
く
は
、
そ
れ
を
達
成
す
る
最
善
の
手
段
の

１
つ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
る
。
企

業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
す
れ
ば
急
速
な

成
長
が
見
込
め
る
こ
と
は
、iPod

（
ア
イ
ポ
ッ
ド
）

やB
lackB

erry

（
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
）
な
ど
の

製
品
に
対
す
る
消
費
者
の
反
応
を
見
て
も
明
ら

か
だ
。
競
争
相
手
が
決
し
て
追
い
つ
く
こ
と
の

で
き
な
い
ほ
ど
の
リ
ー
ド
を
広
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
企
業
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
少
な
く
と
も
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
は
で
き
る
。

　

研
究
開
発
費
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
と
生
産
高
の
増
加
に

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
で
証
明

さ
れ
て
い
る
。
企
業
レ
ベ
ル
の
研
究
開
発
に
関
す

る
調
査
で
は
、
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
測
る

た
め
、
利
益
よ
り
も
生
産
性
を
基
準
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
多
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
研
究
開
発

と
利
益
と
の
直
接
的
な
関
係
を
実
証
す
る
こ
と

は
難
し
い
か
ら
だ
。
そ
の
理
由
の
１
つ
と
し
て
、

利
益
は
生
産
性
よ
り
も
多
く
の
要
因
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

企
業
に
重
点
を
置
い
た
多
く
の
研
究
で
は
、
他

に
も
興
味
深
い
結
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
企
業
に
と
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
に

関
す
る
研
究
開
発
の
ほ
う
が
、
製
品
に
関
す
る
も

の
よ
り
も
効
果
が
高
い
。
ま
た
、
基
礎
的
な
研
究

開
発
の
ほ
う
が
応
用
的
な
も
の
よ
り
も
有
益
だ
。

そ
し
て
、
研
究
開
発
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

は
業
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、
研
究
集
約
的
な
産

業
で
も
っ
と
も
高
い
。
し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
研
究
開
発
が
似
て
非
な
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
研

究
開
発
に
多
額
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
、

す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
み
出
す
と
は
限
ら

キーポイント
■イノベーションは、企業や政府機関にとっ

てますます重要度を増しつつある。

■イノベーションとその効果との関係は、国
レベルよりも企業あるいは産業レベルでよ
り顕著にあらわれる。だが、国レベルでも
イノベーションは経済成長を促進する要因
となると考えられる。

■イノベーションには、明快な思考、臨機応

変に対応する能力、そして断固たる決意が

求められる。
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な
い
。
本
報
告
書
の
調
査
で
は
、
研
究
開
発
部

門
よ
り
も
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
か
ら

生
ま
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
す
ぐ
れ
た
研
究
開
発
活
動
な

し
に
、
ア
イ
デ
ア
を
斬
新
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

変
換
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
の
も
事
実
だ
。

研
究
開
発
費
が
企
業
の
総
収
入
の
５
％
を
超
え

る
こ
と
は
ま
れ
に
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
研
究
開
発
活
動
の
推
進
が
成
功
の
た
め

の
企
業
戦
略
に
な
り
う
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き

る
国
は
、
新
た
な
技
術
を
創
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
傾
向
が

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
国
々
は
そ
う
で

な
い
国
々
よ
り
も
成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と

い
う
説
が
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
声
は
、
政
府
機
関
で
も
同
様
に
聞

か
れ
る
。
た
と
え
ば
、
先
進
30
カ
国
か
ら
構
成

さ
れ
る
経
済
開
発
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
積
極
的
に
提
唱
す
る
。

同
機
構
は
、
長
期
的
な
経
済
成
長
の
た
め
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
環
境
の
創
出
と
育
成

が
重
要
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
長
期
的
な
生
産
性
向
上
と
経
済
成
長
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
原
動
力
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

　

だ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
新
技
術

の
創
出
・
導
入
を
推
進
す
る
国
は
、
成
長
の
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
と
い
う
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠

は
今
の
と
こ
ろ
乏
し
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
調
査

は
こ
れ
ま
で
に
ご
く
わ
ず
か
し
か
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
限
ら
れ
た
数
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
に
対

し
て
実
施
さ
れ
た
調
査
に
お
い
て
も
、
あ
い
ま
い

な
結
果
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
先
進
国
で
は
経
済
成
長

を
促
進
す
る
が
、
低
所
得
国
や
中
所
得
国
で
は

海
外
か
ら
技
術
を
輸
入
し
て
い
る
た
め
、
国
内

で
わ
ざ
わ
ざ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
必

要
は
な
い
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な

考
え
方
だ
っ
た
。
だ
が
Ｅ
Ｉ
Ｕ
に
よ
る
今
回
の

調
査
で
は
、
こ
と
な
っ
た
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
先
進
国
よ
り
も

低
中
所
得
国
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
い

う
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
に
掲
載
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
と
２
位
を

占
め
る
日
本
と
ス
イ
ス
（
そ
の
他
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ユ
ー
ロ
圏

の
国
々
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
経
済
も
同
様
だ
）

が
、
過
去
10
年
間
に
急
速
な
経
済
成
長
を
果
た
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
低
中
所
得
国
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
効
率
が
高
く
迅
速
な
輸
入
技
術

の
吸
収
が
促
進
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
も
、
こ

の
調
査
結
果
か
ら
明
白
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
こ

の
よ
う
な
国
々
で
は
、
海
外
先
進
国
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
波
及
効
果
と
同
時
に
、
国
内
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
よ
る
恩
恵
も
享
受

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
中
国
や
メ
キ

シ
コ
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
中

所
得
国
が
、
先
進
国
を
追
い
上
げ
る
こ
と
の
で
き

る
可
能
性
は
高
い
の
だ
。

37%

41%

39%

50%

6%

3%

27%

あなたの組織では、計画的なイノベーションの推進を支援するため
に、どのような措置を講じますか？
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

通常の業務に煩わされることのない専任のチームを発足させる

適切なリスクを負うことができるようプロジェクトのチームに権限を与える

適切な資金を提供する

役員によるサポートを与える

役員が進捗状況に対する客観的評価を行う

上記のいずれにも該当しない

わからない
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お
も
に
２
つ
の
特
性

を
備
え
て
い
る
。
１
つ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
斬
新
な
方
法
で

知
識
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
を
創

造
で
き
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
、
独
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
発
明
、
発
見
な
ど

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、（
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を

経
な
が
ら
）
試
作
品
の
製
造
、
資
金
調
達
、
顧
客

へ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
地
試
験
、
設

計
、
生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
販
売
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
こ
な
す
こ
と
で
は
じ
め
て
生

ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
い
っ

た
プ
ロ
セ
ス
の
途
上
で
直
面
す
る
障
害
を
う
ま

く
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
１
つ
の
発
明
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
の
だ
。
１
、０
０
０
ド
ル
の
コ
ス

ト
が
か
か
っ
た
発
明
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
転

じ
る
に
は
、
さ
ら
に
１
、０
０
０
万
ド
ル
の
コ
ス

ト
を
必
要
と
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
よ
く
登
山
に
た
と
え
ら

れ
る
。
登
頂
計
画
を
準
備
し
、
才
能
あ
る
登
山

家
チ
ー
ム
を
募
り
、
資
金
を
確
保
す
る
。
そ
し

て
さ
ら
に
、
必
需
品
お
よ
び
機
材
の
準
備
を
整

え
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
の
必
要
な
す
べ
て
の
設

備
の
運
搬
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
通
常
は
、

山
の
ふ
も
と
ま
で
よ
く
整
備
さ
れ
た
登
山
道
が

す
で
に
通
じ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
は

い
く
つ
も
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
危
険
で

あ
る
が
距
離
の
短
い
ル
ー
ト
、
安
全
で
あ
る
が

時
間
の
か
か
る
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は
ま
だ
誰
も

足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
ル
ー
ト
な
ど
様
々
だ
。

た
い
て
い
の
場
合
、
試
み
は
失
敗
に
終
わ
る
こ
と

が
多
く
、
す
ば
や
く
成
功
を
手
に
入
れ
る
こ
と
な

ど
め
っ
た
に
な
い
。
ま
し
て
や
、
初
め
て
の
ト
ラ

イ
で
成
功
す
る
こ
と
な
ど
は
き
わ
め
て
ま
れ
だ
。

技
能
と
資
金
の
問
題
を
除
け
ば
、
も
っ
と
も
強
く

求
め
ら
れ
る
要
件
は
、
明
晰
な
頭
脳
と
臨
機
応
変

に
対
応
す
る
能
力
、
そ
し
て
断
固
た
る
決
意
だ

ろ
う
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る
に
も
、

登
山
の
成
功
に
必
要
な
こ
う
い
っ
た
全
て
の
要

素
が
求
め
ら
れ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
間
違
い
な
く
厳
し
い
試

練
だ
。
し
か
し
、
頂
上
を
極
め
た
登
山
者
が
登
山

図
を
後
世
に
残
し
て
追
随
者
た
ち
が
そ
れ
を
た

ど
っ
た
り
、
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
も

残
り
の
人
々
が
使
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ト
マ
ッ

プ
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
残
し
た
も

の
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
が
１
つ
で
は
な

い
と
い
う
事
実
に
す
ぎ
な
い
。
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
測
定

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
と
効
果
を
よ
り

正
確
に
理
解
す
る
た
め
、
本
報
告
書
で
は
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
い
う
２
つ
の
視
点

か
ら
分
析
を
行
っ
た
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
要
因
に
つ
い
て
国
レ

ベ
ル
で
検
証
し
、
そ
の
後
経
営
者
の
考
え
方
を

見
る
こ
と
で
、
企
業
レ
ベ
ル
の
検
討
を
行
っ
た
。

前
者
は
、
世
界
の
経
済
大
国
上
位
82
か
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
と
い
う
形
で
ま
と
め

ら
れ
、
後
者
は
経
営
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う

形
式
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
本
調
査
で
は
さ
ら

に
こ
れ
ら
２
つ
の
側
面
を
結
び
つ
け
た
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
と
し
て
世
界
各
国
の
ラ

ン
キ
ン
グ
で
用
い
ら
れ
た
各
要
因
が
企
業
レ
ベ

ル
で
ど
の
程
度
重
要
な
の
か
を
理
解
す
る
た
め
、

調
査
対
象
と
な
っ
た
経
営
者
に
そ
れ
ら
を
重
要

度
に
応
じ
て
ラ
ン
ク
づ
け
す
る
よ
う
依
頼
し
た

の
だ
。
そ
し
て
重
要
性
の
度
合
い
を
、
各
要
因
に

当
て
は
め
て
指
数
化
し
て
い
る
。

　

国
別
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
を
最

初
に
取
り
上
げ
、
詳
細
に
掘
り
下
げ
る
前
に
１
つ

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
本
テ
ー
マ
を
分
析
す
る
た
め
に
と
っ
た
手
法

の
裏
付
け
と
な
る
方
法
論
に
つ
い
て
触
れ
る
こ

と
だ
。
そ
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
国
家
レ
ベ
ル

で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
数
値
化

す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の

尺
度
と
し
て
の
特
許

　

企
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
尺
度
と
し

て
も
っ
と
も
一
般
的
な
も
の
は
、
１
年
間
に
取

得
す
る
特
許
の
数
だ
。
こ
の
基
準
に
あ
て
は
め

る
と
、
現
在
世
界
一
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の

高
い
企
業
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
だ
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
に
、

世
界
中
で
４
０
，
０
０
０
以
上
の
特
許
を
取
得
し

て
い
る
。

　

国
レ
ベ
ル
で
も
っ
と
も
適
切
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
指
標
は
、
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り

の
特
許
取
得
数
だ
。
82
か
国
を
対
象
と
し
た
今

回
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
世
界
ト
ッ
プ
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
力
を
持
つ
国
は
日
本
で
、
わ
れ
わ
れ
が

設
定
し
た
指
数
で
10
点
満
点
を
獲
得
し
て
い
る
。

本
調
査
で
は
、
世
界
の
主
要
な
３
つ
の
特
許
機
関

で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
許
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ｏ
）、
日
本

特
許
庁
（
Ｊ
Ｐ
Ｏ
）
及
び
米
国
特
許
商
標
局
（
Ｕ

Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ｏ
）
が
各
82
か
国
か
ら
の
申
請
者
に
対
し

て
認
可
し
た
特
許
の
総
数
に
も
と
づ
い
て
数
値

を
算
出
し
た
。
デ
ー
タ
は
２
０
０
２
～
０
５
年
の

平
均
値
で
、
各
国
の
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の

特
許
取
得
数
を
も
と
に
、
１
～
10
ま
で
の
指
数
に

変
換
し
て
い
る
。

　

特
許
取
得
数
は
完
璧
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指

標
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
非
常
に
有
効
な
も
の

キーポイント
■特許はイノベーション能力を測る指標の１

つになりうる。

■従業員の学術実績などの要素は、イノベー
ション力に直接的な影響力を与える。一方、
マクロ経済の安定度などの要因は、間接的
な影響を及ぼす。

■イノベーションのためのインプットをうまく

アウトプットに変換することに長じている国

とそうでない国がある。

あなたの組織では、成功を収めた新しい製品・サービス・プロセス
に対し、イノベーションに関する提案書や意見書をおよそ何件検討
しましたか？（回答者の割合：％）

10 件未満 29%

10 ～ 25 件 23%

25 ～ 50 件 10%

50 ～ 100 件 8%

100 ～ 500 件 3%

500 ～ 1000 件 1%

1000 件以上 1%

わからない 24%
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で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
口
に
発
明
と
は

い
っ
て
も
、
そ
の
重
要
度
は
ま
ち
ま
ち
だ
ろ
う
。

新
型
メ
ロ
ン
く
り
抜
き
用
ナ
イ
フ
に
関
す
る
特

許
の
重
要
性
は
、
全
ゲ
ノ
ム
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
法
の

特
許
に
お
よ
ぶ
べ
く
も
な
い
。
し
か
も
特
許
に

は
多
数
の
発
明
の
集
合
体
も
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ

た
集
合
体
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
特
許
取
得
の
１
つ
の
手
法
と
し
て
、

自
転
車
を
「
二
輪
の
人
力
に
よ
る
移
動
装
置
」
と

定
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、「
二
輪

の
人
力
に
よ
る
移
動
装
置
」
を
構
成
す
る
要
素

と
し
て
、
車
体
、
車
輪
、
ハ
ン
ド
ル
、
サ
ド
ル
、

ギ
ア
お
よ
び
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
て
別
々
の
特
許

を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
許
認
可
機
関
に

よ
っ
て
は
、
後
者
の
解
釈
を
好
む
傾
向
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
場
合
に
生
み
出
さ
れ
る
特
許
は
膨
大
な

数
に
な
る
。
こ
れ
は
、
日
本
と
他
国
と
の
特
許
数

を
比
較
す
る
上
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
問
題
視
さ

れ
て
き
た
点
だ
。

　

本
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
日
本
効
果
」
を

是
正
す
る
た
め
、
最
高
得
点
の
10
点
と
し
て
指
数

に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
最
大
値
を
人
口

１
０
０
万
人
当
た
り
特
許
８
０
０
件
と
設
定
し

た
。
こ
れ
は
日
本
の
特
許
取
得
実
数
１
，
２
１
３

件
を
下
回
っ
て
お
り
、
日
本
で
は
最
近
ま
で
各
特

許
請
求
の
範
囲
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
申
請
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
実
情
を

考
慮
に
入
れ
た
も
の
だ
。
本
分
析
に
用
い
た
各

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ
方
法
や
回
帰
分

析
手
法
に
つ
い
て
は
、
32
ペ
ー
ジ
の
付
録
Ｂ
に
詳

述
し
て
い
る
。

　

特
許
数
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
完
全
な
尺
度

と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績

を
示
す
そ
の
他
３
つ
の
指
標
と
密
接
な
相
関
関

係
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

●
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
科
学
技
術
専
門

誌
へ
の
論
文
掲
載
数
：
米
国
国
立
科
学
財
団
（
Ｎ

Ｓ
Ｆ
）
お
よ
び
ト
ム
ソ
ン
Ｉ
Ｓ
Ｉ
社
の
学
術
文

献
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
発
表
さ
れ
た
科
学

技
術
指
標
（
２
０
０
６
年
版
）
か
ら
引
用
し
た

２
０
０
３
年
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。

●
以
下
２
つ
の
比
率
の
平
均
値
：
各
国
の
製
造
業

に
よ
る
生
産
高
に
占
め
る
中
度
～
高
度
先
進
技

術
製
品
の
割
合
と
、
総
工
業
輸
出
高
に
占
め
る
中

度
～
高
度
先
進
技
術
製
品
の
割
合
。（
国
連
工
業

開
発
機
構<

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ>

に
よ
る
工
業
開
発

報
告
書<

２
０
０
５
年>

か
ら
引
用
）

●
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
発
表
し

た
国
際
競
争
力
報
告
書
（
２
０
０
６
年
）
の
調
査

結
果
：
回
答
者
が
１
２
５
カ
国
の
企
業
に
つ
い

て
、
新
技
術
の
開
発
あ
る
い
は
吸
収
能
力
の
度
合

い
を
評
価
し
た
。

　

次
に
、
前
述
の
特
許
指
標
と
上
記
３
つ
の
指
標

と
を
組
み
合
わ
せ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
を
示

す
複
合
指
標
を
作
成
し
た
（
Ｐ
32
参
照
）。
こ
の

複
合
指
標
が
、「
特
許
の
み
」
の
指
標
に
き
わ
め

て
類
似
し
た
結
果
を
示
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

た
と
え
ば
上
位
３
か
国
は
ま
っ
た
く
同
様
に
日

本
、
ス
イ
ス
お
よ
び
米
国
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、「
特
許
の
み
」
の
指
標
が
各
国
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
か
な
り
忠
実
に
反
映

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

国
レ
ベ
ル
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る

要
因
と
な
る
も
の
は
何
か
？
そ
の
要
因
は
２
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
直

接
的
な
も
の
と
、
間
接
的
な
も
の
だ
。

あなたの組織では、従業員によるイノベーションの
提案あるいは開発を、どのような手段で奨励してい
ますか？（回答者の割合：％）

通常の業務からはずれ、イノベーションに専念できる
時間を与える

特別な設備・装置類を購入するための資金を提供する

会社のリソースに対するアクセスを特例で認める

自社株購入権を与える

給料を引き上げる

関連会社の株式を与える

幹部役員による表彰を行なう

賞金・賞品を授与する

上記のいずれにも該当しない

その他

22％

17％

27％

9％

22％

4％

38％

33％

20％

5％
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
直
接
的
な
原
動
力

　

直
接
的
な
原
動
力
、
す
な
わ
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
密
接
に
結
び
つ
く
要
因
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｂ
Ｅ

Ｒ
）
と
呼
ば
れ
る
指
標
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
た
。

●
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
研
究
開
発
費
の
割
合
（
％
）

●
研
究
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
質

●
従
業
員
の
教
育
レ
ベ
ル

●
従
業
員
の
専
門
的
技
能

●
情
報
技
術
・
電
気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
の
質

●
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
率

　

こ
れ
ら
の
直
接
的
要
因
に
対
す
る
得
点
、
つ
ま

り
上
記
６
つ
の
指
標
を
均
等
に
取
り
扱
っ
て
算

出
し
た
平
均
値
を
も
と
に
、
各
国
を
ラ
ン
ク
付
け

し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
間
接
的
な
原
動
力

　

間
接
的
な
要
因
に
つ
い
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
促
進
す
る
（
ま
た
は
妨
げ
る
）
さ
ま
ざ

ま
な
経
済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
要
因
か
ら
個
別

の
指
標
を
設
け
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指
標

は
、
以
下
12
の
要
因
に
基
づ
い
て
い
る
。

●
政
治
的
安
定
性

●
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
性

●
制
度
的
枠
組
み

●
規
制
環
境

●
税
制
度

●
労
働
市
場
の
柔
軟
性

●
海
外
資
本
に
対
す
る
国
内
経
済
の
開
放
度

●
外
国
人
労
働
者
雇
用
の
容
易
さ

●
海
外
か
ら
の
影
響
に
対
す
る
文
化
の
受
容
度

●
投
資
資
金
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス

●
知
的
所
有
権
の
保
護

●
科
学
技
術
の
進
歩
に
対
す
る
国
民
の
姿
勢

　　

こ
ち
ら
も
、
す
べ
て
の
指
標
は
Ｂ
Ｅ
Ｒ
に
基
づ

い
て
い
る
。
た
だ
１
つ
の
例
外
は
「
科
学
に
対
す

る
国
民
の
姿
勢
」
で
、
こ
れ
は
社
会
科
学
者
の
グ

ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ

た
世
界
価
値
調
査
（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
功
因
子
は
主
観
的
な
も
の
に
な

り
が
ち
で
、
定
量
化
が
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原
動
力
と
し
て
の
重

要
性
に
応
じ
て
上
記
指
標
の
ラ
ン
ク
付
け
を
行

う
こ
と
を
調
査
対
象
者
に
求
め
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
各
要
因
の
重
要
度
を
よ
り
客
観
的
に
測
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
各
国
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
環
境
指
数
を
決
定
す
る
際
に
も
、
こ
の

デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。（
各
種
要
因
お
よ
び
そ
れ

ぞ
れ
の
重
要
度
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
32

ペ
ー
ジ
の
付
録
Ｂ
を
参
照
）。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
全
82
か
国
に
関
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
直
接
的
要
因
と
間
接
的
環

境
要
因
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
作
成
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
直
接
要
因
と

間
接
要
因
と
を
70
：
30
の
割
合
で
組
み
合
わ
せ
、

１
つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
と
し
て
指

数
で
表
し
て
い
る
。

　

後
掲
の
表
で
は
、
各
82
か
国
に
つ
い
て
直
接

的
イ
ン
プ
ッ
ト
指
数
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境

指
数
、
そ
し
て
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
成
功
因
子
指
数
を
掲
載
し
た
。
こ
の
ラ
ン

キ
ン
グ
に
対
す
る
Ｅ
Ｉ
Ｕ
の
統
計
学
的
分
析
に

よ
る
と
、
本
調
査
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
用
い
た
イ
ン

プ
ッ
ト
は
、
82
か
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
に

生
じ
る
差
の
90
％
以
上
を
カ
バ
ー
し
、
各
国
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
率
を
算
出
す
る
こ
と
も
可
能

に
し
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
率

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
は
、
各
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
実
績
）
の
ラ
ン

キ
ン
グ
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
直
接

的
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
と
を
比
較
す
る

日本と台湾は非常に効率的な

イノベーション国である。

両国は少ないインプットから

多くのイノベーションを

生み出している



イノベーション：ビジネスによる創造を進化させる

Ⓒ エコノミスト・インテリジェンス・ユニット　2008 � 12

こ
と
で
検
証
で
き
る
。
あ
る
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ

指
標
２
つ
に
大
き
な
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
場
合

に
は
、
２
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
そ
の
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
率
が

非
常
に
高
い
（
イ
ン
プ
ッ
ト
に
比
べ
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
が
高
い
場
合
）
か
、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
非
効

率
で
あ
る
（
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ

が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
る
場
合
）
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
は
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
の
ラ

ン
ク
が
11
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
ラ
ン
ク
は
１
位
だ
。
こ
の
基
準
か
ら
見

る
と
、
同
国
は
非
常
に
効
率
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
台
湾
も
似
た
よ
う

な
位
置
づ
け
だ
。
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
で
は
14
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
人
口
１
０
０
万
人

当
た
り
の
特
許
取
得
数
で
は
８
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指
数
も
ま
た
示
唆
に

富
ん
で
い
る
。
こ
の
指
数
を
見
る
こ
と
で
、
あ

る
国
の
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
が
効
率
的
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
へ
と
変
換

さ
れ
る
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

た
と
え
ば
中
国
は
、
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
が
42

位
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
で
は
さ
ら
に

17
位
も
下
（
59
位
）
に
位
置
し
て
い
る
非
効
率
的

な
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
だ
。
両
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
け
る

食
い
違
い
は
、
中
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境

（
イ
ン
プ
ッ
ト
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
変
換
す
る
た

め
の
構
造
）
が
著
し
く
劣
っ
て
い
る
（
57
位
）
と

い
う
一
面
を
反
映
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

　

こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
率
の
指
標
は
、
各
国

の
政
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
１
つ
と
し
て
活
用
で
き

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
外
国
人
科
学
者
・
技
術

者
が
取
得
し
た
就
労
ビ
ザ
の
数
や
、
知
的
所
有
権

（
Ｉ
Ｐ
）
保
護
の
適
切
さ
な
ど
、
環
境
要
因
の
中

で
改
善
が
必
要
な
分
野
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
だ
。
今
回
の
調
査
で
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｕ

の
Ｂ
Ｅ
Ｒ
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
今
後
５
年
の
予
測

値
を
活
用
し
、
２
０
０
７
～
１
１
年
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
指
数
の
変
化
予
測
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
ま
た
有
用
な
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

企
業
の
戦
略
担
当
者
に
と
っ
て
、
現
在
と
未
来

の
指
標
や
関
連
比
率
（
増
減
）
と
い
っ
た
情
報
は

有
益
だ
。
海
外
の
ど
こ
で
新
製
品
を
開
発
す
べ
き

か
、
あ
る
い
は
政
府
、
地
方
自
治
体
や
そ
の
労
働

力
か
ら
今
後
何
を
期
待
で
き
る
の
か
な
ど
を
判

断
す
る
材
料
に
な
る
か
ら
だ
。
ま
た
投
資
家
は
、

国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
今
後
の
潜
在
的

経
済
成
長
力
を
測
る
基
準
の
１
つ
と
し
て
活
用

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
章
で
は
、
国
別
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
ラ
ン

キ
ン
グ
に
つ
い
て
さ
ら
に
細
か
く
検
証
し
、
実
際

に
ど
の
国
が
他
国
よ
り
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高

く
、
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ

て
い
く
。

あなたの組織内では、イノベーション推進のアイディアの実行を決
定する材料となるものは何ですか？（回答者の割合：％）

あなたの組織が、新製品・サービス・プロセスに関するアイディア
の源として頻繁に活用しているはどれですか？（回答者の割合：％）

取締役会の支持 28%

CEO、CFO などの最高責任者
による支持 18%

研究部門長による承認 11%

中間管理職による支持 29%

一般従業員からの
サポート 11%

その他 3%

株主
7%

72%

23%

34%

41%

11%

17%

11%

13%

9%

2%

顧客およびマーケットリサーチ

サプライヤー

パートナー企業（提携先またはジョイントベンチャー）

競合他社

買収先企業

コンサルティング会社

大学

会議

メディア

その他
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世
界
で
も
っ
と
も
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
国

　

前
章
で
説
明
し
た
方
法
論
を
用
い
た
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
１
位
に
輝
い
た
国

は
日
本
だ
。
同
国
は
、
特
許
数
に
お
い
て
米
国
を

51
％
上
回
っ
て
い
た
。
日
本
の
人
口
は
、
米
国
の

42
％
の
た
め
、
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
特

許
数
は
実
に
米
国
の
約
３
・
５
倍
に
の
ぼ
る
。
名

実
と
も
に
世
界
最
高
水
準
を
誇
っ
て
い
る
の
だ
。

だ
が
日
本
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
直

接
的
な
要
因
（
人
的
資
本
の
蓄
え
や
Ｉ
Ｔ
・
電

気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
）

に
つ
い
て
は
ラ
ン
ク
を
下
げ
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
環
境
要
因
の
指
標

で
も
、
さ
ら
に
順
位
が
下
回
っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
日
本
の
教
育
は
、
協
調
性
を
養
う
よ
う
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
創
造
性
の
育
成

に
は
向
い
て
い
な
い
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
を
世
界
一
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
の
地
位
に
押
し
上
げ
る
要

因
は
い
く
つ
か
あ
る
。
１
つ
は
、
資
源
に
乏
し

い
国
で
あ
る
た
め
、
歴
史
的
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
命
線
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
き

た
こ
と
だ
。
ま
た
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
割
合
が
高

い
た
め
、
も
と
も
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
集
約
型
の

傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
か
つ
て
日
本

で
は
、
大
企
業
と
そ
の
関
連
中
小
企
業
と
が
い
わ

ゆ
る
「
系
列
」
と
呼
ば
れ
る
象
徴
的
な
関
係
の
も

と
に
密
接
に
結
び
つ
き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

促
進
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
企
業
同
士
の
つ
な
が
り
は
崩
壊
し

た
も
の
の
、
現
在
で
も
あ
る
程
度
ま
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

さ
ら
に
日
本
は
、
米
国
よ
り
も
研
究
開
発
へ
の

投
資
割
合
が
高
く
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は

米
国
の
２
・
79
％
に
対
し
て
日
本
は
３
・
35
％
）、

そ
の
他
多
く
の
主
要
国
の
数
値
も
上
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
米
国
と
比
べ
る
と
、（
大
学
や
国
立

研
究
機
関
よ
り
も
）
企
業
に
よ
る
研
究
開
発
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
米
国
よ
り
も
日

本
の
ほ
う
が
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
科
学

系
研
究
者
の
人
数
が
多
い
の
も
特
徴
だ
（
米
国
の

４
、２
０
０
人
に
対
し
て
日
本
で
は
５
、９
０
０

人
）。

　

つ
づ
い
て
２
位
に
な
っ
た
の
は
ス
イ
ス
で
、
い

わ
ゆ
る
小
国
の
有
利
性
を
実
証
し
て
い
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
指
数
の
上
位
25
カ
国
中
12
カ
国
が

人
口
１
、０
０
０
万
未
満
の
小
国
だ
っ
た
こ
と
は

偶
然
の
一
致
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
的
に
い
っ

て
、
小
規
模
な
先
進
国
は
大
国
よ
り
も
全
体
と
し

て
高
い
教
育
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
傾
向

に
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
原
動
力
と

な
る
労
働
力
の
知
識
や
技
能
が
高
水
準
に
あ
る

こ
と
が
理
由
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な

ど
、
研
究
集
約
型
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
企
業
を
も
つ
小
国
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指

標
で
す
ぐ
れ
た
成
績
を
収
め
て
い
る
。
高
い
教
育

水
準
、
と
く
に
科
学
・
数
学
分
野
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
通
じ
た
持

続
的
な
富
の
創
出
を
可
能
と
し
て
い
る
。
高
い

教
育
水
準
を
も
つ
移
民
が
多
い
イ
ス
ラ
エ
ル
も
、

小
国
の
メ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
優
れ
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
維
持
す
る
国
の
１
つ
だ
ろ
う
。

　

狭
い
国
土
に
よ
っ
て
組
織
間
の
連
携
が
容
易

に
な
る
こ
と
や
、
伝
統
的
な
得
意
分
野
（
た
と

え
ば
ス
イ
ス
の
時
計
製
造
な
ど
）
が
存
在
す
る

こ
と
も
、
多
く
の
小
国
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ス
イ
ス
が
世
界
ト
ッ

キーポイント
■日本、スイス、米国およびスウェーデンが上

位４位までを占めるイノベーション国で、今
後５年間はこの４カ国が同じ順位を維持す
る可能性が高い。

■今後５年間で、中国は５ランク、メキシコが６
ランクほど順位を上げることが予想される。

■その他にイノベーション力の大幅な向上が

見込まれる国は、シンガポール、南アフリカ、

コスタリカそしてリトアニアだ。
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イタリア

オーストラリア

ベルギー

ノルウェー

プ
レ
ベ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
誇
る
大
き

な
理
由
は
、
時
計
、
電
気
製
品
や
薬
品
な
ど
の

分
野
で
ハ
イ
テ
ク
企
業
を
抱
え
て
い
る
こ
と
だ
。

と
く
に
製
薬
企
業
は
、
高
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力

を
必
要
と
す
る
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
他
の
分
野
と
比
べ
、
特
許
の
出
願
か
ら
製
品

の
発
売
ま
で
の
期
間
が
長
い
た
め
だ
。
医
薬
品
が

有
効
か
つ
安
全
な
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、

長
い
時
間
と
多
く
の
費
用
を
要
す
る
試
験
プ
ロ

セ
ス
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

米
国
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
標
で
３
位
の
座

を
占
め
た
。
上
位
25
カ
国
の
う
ち
５
、０
０
０
万

人
を
超
え
る
人
口
を
擁
す
る
中
・
大
国
に
分
類
さ

れ
る
国
は
わ
ず
か
６
カ
国
に
す
ぎ
ず
、
３
億
人
の

人
口
を
抱
え
る
米
国
は
大
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
高
い
順
位
は
、
企
業
の

す
ぐ
れ
た
創
造
性
と
特
許
手
続
き
の
効
率
性
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
１
位
を
追
い
か
け
る
ス

イ
ス
も
米
国
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子

と
い
う
点
で
は
日
本
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
日
本
が
い
か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
効
率
の
高
い
国
か
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

過
去
５
年
間
に
関
す
る
検
証
に
つ
づ
き
、
今
後

５
年
間
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

10.00  1  9.91 1 0

9.71  2  9.80 2 0

9.48  3  9.56 3 0

9.45  4  9.55 4 0

9.43  5  9.38 7 -2

 9.38 6 9.51  5  1

9.29  7  9.32 9 -2

9.28  8  9.42 6 2

 9.12 9 9.11  13 -4

 9.10 10  9.33 8 2

8.91  11 9.16  10 1

8.90  12 9.15  12 0

8.84  13 9.15  11 2

 8.80 14  9.00 15  -1

8.78  15 8.97  17 -2

 8.73 16  8.94 18  -2

8.72  17 9.03  14 3

 8.72 18  9.00 16  2

8.46  19 8.60  20 -1

 8.41 20  8.74 19  1

 8.37 21  8.50 21  0

8.17  22 8.42  22 0

8.16  23 8.24  23 0

7.68  24 7.91  24 0

7.47  25 7.57  27 -2

  

現在および将来のイノベーション力指数
（全ランキングは 31 ページに掲載）

2002-2006 2007-2011

指数 順位 指数 順位 順位
の変化

日本

スイス

米国

スウェーデン

フィンランド

ドイツ

デンマーク

台湾

オランダ

イスラエル

オーストリア

フランス

カナダ

韓国

シンガポール

英国

アイルランド

ニュージーランド

香港

スロベニア

スペイン

指数 順位 指数 順位 順位
の変化

2002-2006 2007-2011
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
予
測

　

こ
こ
ま
で
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
ど
の
程
度

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
の
か
分
析
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な
ト
レ

ン
ド
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
上
で
用
い

た
国
ご
と
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
の
分
析

を
通
じ
て
、
２
０
１
１
年
時
点
で
の
各
国
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
予
測
は
、
今
後
の
投
資
計
画
や
研
究
開

発
戦
略
を
策
定
す
る
政
府
関
係
者
に
と
っ
て
有
用

だ
ろ
う
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
82
カ
国
の
う
ち
約

60
％
が
、
今
後
５
年
間
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力

を
向
上
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
２
０
０
７
～

２
０
１
１
年
の
間
に
、
82
カ
国
の
平
均
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
能
力
指
数
は
６
％
引
き
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
２
０
０
１
～
２
０
０
４
年
の
増
加
率

と
ほ
ぼ
同
等
だ
。
こ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
は
、
継
続
さ
れ
る
研
究
開
発
費
の
増
大
と
Ｉ

Ｔ
・
電
気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

の
質
の
改
善
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
部
分

が
大
き
い
。
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
非
直
接

的
原
動
力
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
分
野
で

も
、
引
き
続
き
増
加
・
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
世

界
経
済
で
は
、
分
野
に
よ
っ
て
保
護
貿
易
主
義
や

競
争
原
理
に
反
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。し
か
し
、

依
然
と
し
て
経
済
開
放
の
進
展
や
知
的
所
有
権
保

護
の
拡
大
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
環
境
の

改
善
は
進
ん
で
お
り
、
多
く
の
国
は
そ
の
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

上
げ
潮
が
す
べ
て
の
船
を
引
き
上
げ
る
よ
う

に
、
上
位
４
か
国
の
日
本
、
ス
イ
ス
、
米
国
お
よ

び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
い
ず
れ
も
２
０
１
１
年
時

点
で
現
在
の
地
位
を
維
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。だ
が
、２
０
０
７
年
時
点
で
上
位
10
位
に
入
っ

て
い
る
後
続
の
６
カ
国
に
は
（
大
部
分
が
小
国
で

あ
る
が
）、
動
き
が
あ
る
だ
ろ
う
。
５
位
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
７
位
に
落
ち
、
６
位
の
ド
イ
ツ
は
５

位
に
上
昇
、７
位
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
９
位
に
後
退
。

一
方
で
、
８
位
の
台
湾
は
６
位
へ
と
前
進
、
９
位

の
オ
ラ
ン
ダ
は
４
ラ
ン
ク
下
げ
て
13
位
と
上
位
10

カ
国
か
ら
は
ず
れ
、
10
位
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
中
東

の
不
安
定
な
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
８
位
に
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

11
～
20
位
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

も
っ
と
も
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
て
現
在
の
17
位
か

ら
２
０
１
１
年
に
は
14
位
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
15
位
と
16
位
の
韓
国
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
２
位
ず
つ
後
退
し
て
17
位
と
18
位
に
。

現
在
13
位
の
カ
ナ
ダ
は
２
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
で
11

位
、
英
国
も
同
様
に
18
位
か
ら
２
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

で
16
位
と
な
る
。

　

新
興
市
場
の
１
つ
で
現
在
37
位
の
ロ
シ
ア
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
分
野
で
は
特
に
す
ぐ
れ

た
実
績
を
収
め
て
お
ら
ず
、
２
０
１
１
年
に
も
わ

ず
か
１
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
36
位
と
な
っ
て
い
る
。

だ
が
ロ
シ
ア
と
は
対
照
的
に
、
他
の
新
興
市
場
で

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
飛
躍
的
な
向
上
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

中
国
は
、
イ
ン
ド
と
と
も
に
、
も
は
や
発
展
途

上
国
の
一
員
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
は

中国とインドは、もはや発

展途上国の一員ではなくな

りつつある

大学からイノベーションの成果を取得する場合、あなたの組
織ではどのような形態の技術移転を望みますか？

（回答者の割合：％）

独占権

大学学部との契約

発明または発見に関与した主要スタッフの雇用

イノベーションに関わった大学の開発者と
コンサルタント契約を結ぶ

該当しない／わからない

15%

19%

19%

19%

53%
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イ
ン
ド
ほ
ど
効
率
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
で
は

な
い
も
の
の
、
研
究
開
発
に
投
じ
る
莫
大
な
費
用

と
教
育
レ
ベ
ル
に
よ
り
、
着
実
に
ラ
ン
ク
を
上
げ

て
お
り
、
む
し
ろ
イ
ン
ド
と
の
差
を
広
げ
つ
つ
あ

る
。

　

中
国
の
順
位
は
54
位
に
上
昇
し
て
59
位
に
後
退

す
る
イ
ン
ド
と
逆
転
す
る
と
予
想
さ
れ
、
直
接

的
イ
ン
プ
ッ
ト
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
両
分

野
で
確
実
な
前
進
を
遂
げ
る
と
見
ら
れ
る
。
投

資
額
の
絶
対
値
で
中
国
は
す
で
に
日
本
を
抜
い

て
お
り
、
米
国
に
次
い
で
世
界
で
２
番
目
の
研

究
開
発
大
国
と
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ

る
と
、
２
０
０
６
年
の
中
国
は
研
究
開
発
に
１
、

３
６
０
億
米
ド
ル
を
投
資
し
て
お
り
、
対
前
年
比

20
％
の
増
加
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
、日
本
の
１
、

３
０
０
億
米
ド
ル
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
米
国
の
３
、３
０
０
億
米
ド
ル
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。

　

中
国
は
イ
ン
ド
よ
り
も
規
制
や
経
済
面
で
の
環

境
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
海
外
か
ら
の
直
接
投

資
に
よ
る
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
中
国
国
内
に
流
れ
込
む
投
資
の
多
く
は
、
引

き
続
き
携
帯
・
固
定
電
話
通
信
事
業
、
航
空
業
、

自
動
車
製
造
業
、
製
薬
業
、
食
品
業
な
ど
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
先
進
分
野
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
大
学
ま
で
進
学
す
る
中
国
の
学
生
数

は
わ
ず
か
10
年
間
で
４
倍
以
上
に
増
加
し
て
お

り
、
現
在
中
国
で
は
１
，
６
０
０
万
人
が
大
学
で

学
ん
で
い
る
。
米
国
が
年
間
１
３
７
、０
０
０
人

の
技
術
者
を
育
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
で

は
じ
つ
に
３
５
２
、０
０
０
人
を
輩
出
し
て
い
る

の
だ
。
今
後
５
年
間
に
中
国
で
育
成
さ
れ
る
技
術

者
の
数
は
１
７
６
万
人
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
中
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
は
確
実
に
押
し
上

げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
中
国
の
商
業
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
も
急
速
な
近
代
化
を
遂
げ
て
い
る
。
現
地

中
国
人
研
究
者
が
欧
米
人
研
究
者
の
わ
ず
か
約

20
％
ほ
ど
の
賃
金
で
雇
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
国
籍
企
業
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
中
国
に
研
究

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
活
用
し
て
、
主
要
な
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
関
連

企
業
を
含
む
３
０
０
社
以
上
も
の
外
国
企
業
が
中

国
に
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
て
い
る
の

だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
国
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
理
想
郷
と
は
な
り
え
て
い
な
い
。
知
的
所
有

権
の
侵
害
や
学
歴
詐
称
の
横
行
、
脆
弱
な
金
融
市

場
、
科
学
研
究
分
野
へ
の
政
治
介
入
な
ど
、
問
題

点
は
多
い
。
ま
た
、
企
業
レ
ベ
ル
で
は
中
国
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
は
依
然
と
し
て
弱
く
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
を
目
指
し
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方

式
の
国
家
計
画
も
、
す
ぐ
れ
た
効
果
を
も
た
ら
す

と
は
限
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

中
国
ほ
ど
の
勢
い
は
な
い
も
の
の
、
イ
ン
ド
も

ラ
ン
ク
を
上
げ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
現
在
58
位
の

イ
ン
ド
は
、
２
０
１
１
年
に
は
56
位
に
上
昇
す
る

だ
ろ
う
。

　

メ
キ
シ
コ
は
今
後
５
年
間
で
６
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

を
遂
げ
、
45
位
か
ら
39
位
に
飛
躍
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の

締
結
以
降
、
メ
キ
シ
コ
は
海
外
資
本
に
よ
る
大
き

な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
教
育
・
訓
練
、
お
よ
び

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
や
Ｉ
Ｔ
設
備
の
改
善

と
い
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
恩
恵
が
、
波
及
効
果

を
生
み
出
し
て
お
り
、
規
制
緩
和
、
民
営
化
や
近

代
化
の
波
が
同
国
経
済
全
体
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
メ
キ
シ
コ
は
米
国
に
隣
接
し
て
お
り
、
国
境

を
越
え
た
自
由
な
物
資
の
出
入
り
が
保
証
さ
れ
て

い
る
た
め
、
他
の
中
南
米
各
国
に
対
し
て
競
争
上

の
優
位
性
を
保
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
徐
々
に
そ

の
差
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
っ
と
も
大

き
な
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
果
た
す
の
は
リ
ト
ア
ニ
ア

で
、
現
在
の
51
位
か
ら
２
０
１
１
年
に
は
41
位
へ

と
躍
進
す
る
。こ
の
急
激
な
上
昇
は
、近
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
知
的
所
有
権
保
護
の
改
善
や
、
研

究
開
発
費
の
増
大
お
よ
び
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上
と

い
っ
た
改
革
が
断
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
熟
練
労
働
者
の
海
外
流
出
を
抑
制
す

る
た
め
、
カ
ウ
ナ
ス
（
Ｋ
ａ
ｕ
ｎ
ａ
ｓ
）
技
術
大

学
に
「
ノ
リ
ッ
ジ
パ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
集

積
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
ビ
リ

ニ
ュ
ス
に
も
同
様
の
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。

　

ほ
か
に
も
特
筆
す
べ
き
２
つ
の
国
が
あ
る
。
１

つ
は
21
位
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
だ
。
同
国
は
、
い

く
つ
か
の
優
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
を

有
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
５
年
間
に
順
位
を
上

げ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
効
率

も
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
と
は
対
照
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25%超 18%

的
な
の
が
イ
タ
リ
ア
で
、
成
功
因
子
は
少
な
い
も

の
の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
才
能
を
発
揮
し
現
在

20
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。２
０
１
１
年
に
は
、

19
位
に
上
昇
す
る
だ
ろ
う
。
Ｅ
Ｕ
全
体
に
関
し
て

い
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
む
け
た

努
力
の
甲
斐
も
な
く
、
今
後
５
年
間
で
日
本
や
米

国
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら
れ
る
公
算
は
低
い
。

　

国
別
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
に
つ
い
て
の
解
説

を
終
え
る
前
に
、
以
下
の
こ
と
を
付
け
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の

順
位
が
今
後
の
各
国
の
経
済
成
長
に
直
接
結
び
つ

く
の
か
と
い
う
点
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
環
境
の
整
備
を
最
優
先
課
題
と
し
て
掲
げ
る

政
府
の
数
は
ま
す
ま
す
増
え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
が
、
よ
り
急
速
な
経
済
成
長
を
保
証
す
る
こ

と
に
な
る
の
か
？　

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
論
じ
る

よ
う
に
、
そ
の
答
え
は
見
か
け
ほ
ど
簡
単
で
は
な

い
。

あなたの組織が雇用する従業員のうち、科学者または技
術者は全体のどのくらいの割合を占めていますか？

（回答者の割合：％）

なし 11%

5%未満 28%

5 ～ 10% 14%

10 ～ 15% 9%

15 ～ 20% 7%

20 ～ 25% 6%

わからない 6%

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
経
済
成
長

　

企
業
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
究
極
の
原
動
力

だ
。
だ
が
、
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
た

め
に
政
府
が
な
す
べ
き
こ
と
は
多
い
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
環
境

の
善
し
悪
し
を
左
右
す
る
の
は
公
的
政
策
だ
か

ら
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
に
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
を
解
明
す
る
手
が

か
り
は
、
過
去
10
年
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た

経
験
的
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

先
進
国
や
い
く
つ
か
の
新
興
国
は
、
そ
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
た
め
の
自

国
の
政
策
の
見
直
し
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

成
長
会
計
の
手
法
に
よ
る
と
、
資
本
お
よ
び
労

働
力
の
増
加
に
よ
っ
て
説
明
で
き
な
い
生
産
高

増
大
は
、「
全
要
素
生
産
性
（
経
済
全
体
の
生
産

性
＝
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
生

産
高
の
増
加
率
と
、
資
本
ま
た
は
労
働
力
の
加
重

増
加
率
と
の
残
差
と
し
て
算
出
さ
れ
る
。
よ
り
多

く
の
資
本
が
投
下
さ
れ
れ
ば
、
投
資
収
益
率
が
低

下
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
成
長
率
の
レ
バ

レ
ッ
ジ
効
果
は
、
こ
の
低
下
を
補
っ
て
余
り
あ
る

の
だ
。
先
進
国
で
、
生
産
高
伸
び
率
の
長
期
的
な

平
均
値
が
き
わ
め
て
安
定
し
て
い
る
理
由
は
そ

こ
に
あ
る
。

　

実
際
の
Ｔ
Ｆ
Ｐ
規
模
に
は
不
明
な
点
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
証
的
研
究
か
ら
導
か
れ
た
Ｔ
Ｆ

Ｐ
推
定
値
に
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
。
労
働

投
入
を
そ
の
質
に
応
じ
て
調
整
す
る
と
と
も
に
、

測
定
値
の
誤
差
を
生
む
そ
の
他
の
問
題
が
解
決

さ
れ
た
場
合
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
成
長
率
へ
の
寄
与
は
低

減
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｆ
Ｐ
は
残
差
と

し
て
算
出
さ
れ
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技

術
的
な
進
歩
以
外
の
要
因
の
影
響
も
織
り
込
ま

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
経
済
成
長
の
唯
一
の
原
動
力
で
あ
る

と
い
う
主
張
は
明
ら
か
に
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
だ
。

だ
が
、
先
進
技
術
を
持
つ
国
々
に
限
ら
ず
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
に
著
し
く
寄
与
す
る

こ
と
を
示
す
証
拠
は
数
多
く
得
ら
れ
て
い
る
。

キーポイント

■企業のイノベーション環境を左右するのは各国政府
の政策である。

■経済専門家の多くは、豊かな国々が自国の生産性の伸
び率を維持するためには、イノベーション力を急速に向
上させる必要があると考えている。今日までのところ、
主要な経済大国は、コンピュータやその他のテクノロ
ジーへ重点的な投資を行うことで継続的な経済成長を
実現している。
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Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
と
そ
れ
以
降

　

近
年
に
見
ら
れ
た
経
済
成
長
の
例
で
も
っ
と
も

説
明
が
難
し
い
の
は
、
米
国
で
１
９
９
０
年
代
半

ば
以
降
に
生
産
性
の
急
激
な
上
昇
が
見
ら
れ
た

ケ
ー
ス
だ
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
が
１
９
９
５
年
以
降
、
生

産
性
の
低
下
に
苛
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
も
、

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
奇
異
な
現
象
だ
ろ
う
。
米

国
の
労
働
生
産
性
の
年
間
成
長
率
が
１
９
８
７
～

１
９
９
５
年
の
１・１
％
か
ら
１
９
９
５
～
２
０
０
６

年
の
２・２
％
へ
と
倍
増
し
た
の
に
対
し
、
同
時
期

の
Ｅ
Ｕ
15
カ
国
で
は
２・３
％
か
ら
１・４
％
に
低
下

し
た
。
米
国
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
実
績

を
挙
げ
た
の
か
、
そ
の
全
容
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
も
っ
と
も
明
ら
か
な
要
因
と
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
関
連
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
へ
の
重
点
的
な
投
資
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
考
え
ら
れ
る
要
因
は
、
米
国
政
府
が

大
学
に
対
し
、
政
府
資
金
に
よ
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
果
の
売
却
を
認
め
た
こ
と
だ
。
約
10
年
前

か
ら
、
大
学
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま

れ
た
多
く
の
製
品
が
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た

（
27
ペ
ー
ジ
参
照
）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ブ
ル
崩

壊
後
、
Ｉ
Ｔ
へ
の
投
資
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
削
減

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
の
生
産
性
は
継

続
し
て
高
ま
っ
た
と
い
う
事
実
は
興
味
深
い
。
と

は
言
う
も
の
の
、
過
去
10
年
間
に
わ
た
る
米
国
経

済
の
高
い
実
績
が
今
後
も
持
続
す
る
か
ど
う
か
は

疑
問
の
余
地
が
大
き
い
。

　

以
上
の
国
レ
ベ
ル
で
の
検
証
に
続
き
、
次
章
で

は
企
業
レ
ベ
ル
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
検

証
す
る
。
１
つ
い
え
る
こ
と
は
、企
業
レ
ベ
ル
で
は
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
実
績
と
の
間
に
マ
ク
ロ
経

済
レ
ベ
ル
（
国
家
レ
ベ
ル
）
よ
り
も
さ
ら
に
確
固

と
し
た
相
関
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
マ
ク
ロ

レ
ベ
ル
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
様
々
な
分
析
を
行
っ

て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
成
長
へ
の
貢
献
度

は
不
明
確
な
点
が
残
る
。
だ
が
、
ミ
ク
ロ
経
済
レ

ベ
ル
で
は
「
企
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ

の
企
業
の
業
績
を
引
き
上
げ
る
」
と
い
う
相
関
関

係
が
よ
り
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
。

　

注
意
深
く
観
察
し
な
け
れ
ば
見
過
ご
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
過
去
５
年
間
、
企

業
の
行
動
様
式
は
、
劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い

る
。
組
織
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
生
じ
て
い
る
大
き

な
変
革
に
よ
っ
て
、
過
去
数
十
年
に
例
を
見
な
い

ほ
ど
の
企
業
価
値
が
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

20
世
紀
に
は
、
た
と
え
情
報
が
不
足
し
て
い

て
も
、
対
人
関
係
を
活
用
す
る
こ
と
で
大
部
分

の
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の

「
領
域
」
は
、
そ
の
多
く
が
情
報
の
量
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
て
い
た
。
事
実
「
領
域
」
と
い
う
意

味
の
英
語
「discipline

」
は
、
１
つ
の
機
能
と

別
の
機
能
と
の
間
の
壁
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

設
計
や
新
製
品
開
発
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
や

り
方
が
あ
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
、
資
金
調
達
に
は
資
金
調
達
の
ル
ー
ル
と

い
う
も
の
が
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
下

で
、
経
営
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
お
も
に
企
業

内
部
の
「
指
示
お
よ
び
管
理
」
機
能
を
最
適
化

す
る
プ
ロ
セ
ス
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

だ
が
情
報
技
術
の
進
歩
は
、
情
報
伝
達
の
ス

ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
効

率
的
に
民
主
化
す
る
こ
と
で
変
化
を
も
た
ら
し

た
。
歴
史
上
は
じ
め
て
、
組
織
内
の
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
人
間
が
事
業
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
に
裏
付
け
ら

れ
た
能
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
協
力
関

係
を
築
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
知
識
の
分
散

化
は
、
戦
略
と
組
織
と
を
結
び
つ
け
た
。
た
と

え
ば
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
従
業
員
は
、
ブ
ル
ー

組
織
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
企
業
の
あ
り
方
を
再
定
義
す
る

あなたの組織が研究開発に投じる資金は年間総収入に対し
ておよそどのくらいの割合を占めていますか。

（回答者の割合：％）

1%未満 14%

わからない 19%

1 ～ 2% 10%

2 ～ 3% 12%

3 ～ 5% 16%

5 ～ 8% 10%

8 ～ 12% 9%

12%超 10%
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企
業
か
ら
見
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
と
い
う
見
方
を
も
っ
と
も
強
力
に
裏

付
け
る
証
拠
は
、
企
業
や
産
業
が
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
か
検
証
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な

る
。
た
と
え
ば
、
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
開
発
が
も
た

ら
す
経
済
的
利
益
が
、
製
品
の
研
究
開
発
か
ら
の

利
益
を
上
回
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研

究
が
証
明
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
20
ペ
ー
ジ
の

添
付
セ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
）。
研
究
開
発
か
ら
得

ら
れ
る
利
益
の
規
模
は
、
業
界
ご
と
に
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
収
益
率
は
、航
空
宇
宙
、

医
療
、
製
薬
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
あ
る
い
は
電
気

通
信
事
業
な
ど
の
研
究
集
約
型
産
業
で
も
っ
と

も
高
く
な
る
。

　

全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
に
関
す
る
い
く
つ

か
の
研
究
（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
の
研
究
も
含
む
）
で
興
味
を

そ
そ
ら
れ
る
点
は
、
収
益
逓
減
の
法
則
が
資
本
や

労
働
力
に
適
用
さ
れ
る
の
と
同
程
度
に
Ｔ
Ｆ
Ｐ

に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
国
民

所
得
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
経
済
成
長
に
寄
与
す
る
割
合
は
減
少
す
る

の
だ
。
し
た
が
っ
て
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
高
所

ム
バ
ー
グ
ニ
ュ
ー
ス
や
独
立
系
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
新
製
品
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
の
発
売
を
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

や
投
資
家
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
市
場
の
反
応
に
応
じ

て
す
ぐ
さ
ま
計
画
を
練
り
直
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
販
売
・
営
業
活
動
を
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、
劇
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
す
こ
と

に
成
功
し
た
企
業
も
あ
る
。
た
と
え
ば
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
場

合
、
単
な
る
物
流
サ
ー
ビ
ス
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現

在
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
の
販
売
も
手
が
け
て
い
る
。

　

企
業
価
値
を
高
め
た
の
は
、
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
に
し
た
新
た
な
情
報
技
術
だ
け
で
は

な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
や
企
業
文
化
を
変
革
す

る
こ
と
も
、
業
績
向
上
に
つ
な
が
る
重
要
な
分
野
だ
。

効
果
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
組
織
全
体
に
あ
て
は
め
ら
れ
る
測
定
可
能
な
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
の
達
成
を
促
す
た
め
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
目

標
達
成
の
た
め
に
組
織
の
す
べ
て
の
協
力
が
必
要
と

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
こ
と
だ
。

　

企
業
に
よ
っ
て
は
、
従
業
員
が
各
自
の
業
務
に
対

し
て
よ
り
独
立
精
神
に
富
ん
だ
姿
勢
で
臨
む
こ
と
を

奨
励
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
自
主
自
立
、コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
促
す
環
境
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を

導
入
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
は
、

ア
ッ
プ
ル
社
や
シ
ー
メ
ン
ス
社
だ
。
ア
ッ
プ
ル
は
た
び

た
び
自
己
変
革
を
実
現
し
て
き
た
企
業
文
化
を
備
え

て
い
る
し
、
シ
ー
メ
ン
ス
は
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
新
製
品

を
生
み
出
す
た
め
の
明
確
な
開
発
プ
ロ
セ
ス
を
確
立

し
て
い
る
。

　

競
争
力
が
高
く
機
動
力
に
あ
ふ
れ
た
企
業
を
支
え

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
企
業
風
土
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
セ
ス
を
連
動
さ
せ
る
た
め
、
経
営
者
た
ち
は
今
後

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
だ
ろ
う
。
工
業
化
時
代

の
指
示
と
管
理
を
中
心
と
し
た
過
去
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

か
ら
、
よ
り
有
機
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
、
つ
ま
り
総
体

的
、全
方
向
的
、相
互
作
用
的
な
手
法
へ
の
シ
フ
ト
だ
。

例
え
ば
、
デ
ル
社
の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
大
き
な
自

由
裁
量
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
プ
ロ
ク
タ
ー

ア
ン
ド
ギ
ャ
ン
ブ
ル
社
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
新
製

品
に
関
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め
て
い
る
。
従
業
員

１
８
０
万
人
を
擁
す
る
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
社
で
は
、
組

織
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
。

企
業
風
土
、
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス

間
の
連
携
は
、
新
た
な
時
代
の
組
織
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
形
態
な
の
だ
。

得
国
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
経
済
成
長
へ
ど
の

く
ら
い
持
続
的
に
貢
献
で
き
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
両

国
と
も
に
漸
進
的
な
改
良
が
リ
ス
ク
の
少
な
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
形
態
と
し
て
好
ま
れ
て
い
る
。

よ
り
リ
ス
ク
の
大
き
い
技
術
的
進
歩
に
重
点
を

置
い
て
い
る
米
国
で
さ
え
、
継
続
的
に
新
製
品
を

世
に
送
り
出
す
た
め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
け

を
頼
り
に
は
で
き
な
い
。
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調
査

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
企
業
と
い
う
視
点
を
深

く
掘
り
下
げ
る
た
め
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
２
０
０
６
年
11
月

に
、
企
業
経
営
者
を
対
象
と
し
た
世
界
規
模
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、

合
計
４
８
５
名
の
回
答
を
得
て
、
調
査
対
象
と
し

た
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
業
種
）
に
お
い
て
統

計
的
に
有
効
な
人
数
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

回
答
者

　

回
答
者
の
う
ち
最
多
の
人
数
を
占
め
た
業
界

は
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
Ｉ
Ｔ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

関
連
、
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
、
製
薬
業
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
消
費

材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
天
然
資
源
関
連
が
こ
れ
に
続

い
た
。
回
答
者
の
48
％
は
年
間
売
上
高
が
５
億
米

ド
ル
以
下
の
企
業
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
で

総
収
入
が
50
億
米
ド
ル
を
超
え
る
企
業
の
被
雇

用
者
は
26
％
だ
っ
た
。
30
％
は
取
締
役
ま
た
は
社

長
・
会
長
そ
の
他
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
な
ど
の
最

高
責
任
者
、
35
％
は
副
社
長
（
Ｓ
Ｖ
Ｆ
を
含
む
）、

専
務
、
役
員
、
事
業
本
部
長
ま
た
は
部
門
長
で

あ
り
、
残
り
は
管
理
職
で
あ
っ
た
。
回
答
者
の

担
当
は
、
戦
略
お
よ
び
事
業
開
発
、
経
営
統
括
、

財
務
、
営
業
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
大
多
数

を
占
め
て
お
り
、
今
回
の
調
査
に
適
し
た
回
答

者
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
回

答
企
業
の
56
％
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
中
東
に
、

25
％
は
ア
メ
リ
カ
、
20
％
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

に
拠
点
を
置
く
（
上
記
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
合
計

す
る
と
１
０
１
％
に
な
る
の
は
各
数
値
の
小
数

点
以
下
を
切
り
上
げ
て
い
る
た
め
）。

研
究
が
生
命
線

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
企
業
は
、
い
ず
れ
も
研
究

開
発
へ
の
投
資
額
が
自
国
の
平
均
レ
ベ
ル
を
上

回
っ
て
い
た
。
44
％
の
企
業
が
年
間
売
上
高
の

３
％
超
を
、
29
％
は
５
％
超
を
研
究
開
発
費
と
し

て
支
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
10
社
に
１
社
の

キーポイント

■研究開発への投資と企業業績の間には密接な相関関係がある。

■企業は自らの価値を継続的に向上させるためイノベーション力を高める必要

がある。

■本調査では、回答者の 49％がもっともすぐれたアイデアは業界および

市場構造の変化から得られると回答している。科学的な進歩からもたら

されると回答した者はわずか 21％だった。

■シリコン・バレーなどのハイテク産業クラスターあるいはその近隣地域に本

拠地を置く企業の 56％は、競合会社を上回る業績を挙げていると回答した

のに対し、ハイテク産業クラスター域外を拠点とする回答企業ではその割合

はわずか 36％にとどまった。

割
合
で
12
％
超
を
研
究
開
発
に
投
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
や
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
・
フ
ェ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
に
本
拠
地
を
置
い
て
い
る
企
業
の
割
合
は

低
か
っ
た
が
（
13
％
）、
回
答
企
業
は
い
ず
れ
も

か
な
り
研
究
集
約
型
だ
。

　

回
答
者
の
圧
倒
的
多
数
（
87
％
）
が
、
自
社

の
長
期
的
な
成
功
に
と
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
重
要
で
あ
る
と
回
答
し
、
ほ
ぼ
半
数
の
回
答

者
（
47
％
）
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
と
答
え
た
。
多
く
の
回
答
者
が
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
は
株
価
（
38
％
）
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
（
36
％
）
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
企
業
の
う
ち
70
％

超
が
、
研
究
開
発
費
全
予
算
の
10
％
未
満
の
補

助
金
を
政
府
か
ら
得
て
い
た
が
、
公
的
な
支
援

を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
企
業
は
61
％
に
の

ぼ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
成
功
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

泉
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
科
学
的
発
見
が
き
っ

か
け
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
一
般
的
な

イ
メ
ー
ジ
と
は
矛
盾
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
49
％

の
回
答
者
が
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は

業
界
お
よ
び
市
場
構
造
の
変
化
が
も
た
ら
し
た

と
回
答
し
た
の
に
対
し
、
科
学
的
発
見
と
い
う
回

答
は
わ
ず
か
21
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
同
様
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
契
機
と
し
て
多
く
の
回
答
が

あ
っ
た
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
、
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
の
改
善
だ
っ
た
。
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ま
た
、
将
来
的
な
製
品
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
ア

イ
デ
ア
は
、
研
究
開
発
（
42
％
）
よ
り
も
営
業
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
50
％
＝
回
答
者
の
半
数
）
か

ら
よ
り
多
く
得
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
意
外
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
の
１
つ
は
、
ど
ん
な
新
製
品
を
開
発
す

べ
き
か
を
抽
象
的
に
検
討
す
る
よ
り
も
、
顧
客
が

望
む
（
要
求
す
る
）
も
の
を
開
発
す
る
ほ
う
が
結

果
が
出
や
す
い
か
ら
だ
。
ま
た
研
究
開
発
部
門

は
、
他
の
部
門
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
に

置
き
換
え
る
方
法
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を
得
意

と
す
る
の
も
理
由
だ
ろ
う
。

　

本
調
査
か
ら
は
、
も
う
１
つ
意
外
な
結
果
が
得

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、
３
、０
０
０
余
り
の
す
ぐ
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
ふ
る
い
に
か
け
、
最
終
的
に
少

な
く
と
も
４
つ
以
上
の
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必

要
に
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
認
識
だ
っ
た
。

こ
れ
が
、
１
つ
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
最
低
限
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
３
Ｍ
社
の
伝
説
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、ア
ー
ト
・

フ
ラ
イ
の
「
膨
大
な
数
の
カ
エ
ル
に
キ
ス
し
な
け

れ
ば
王
子
様
を
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
考
え
を
象
徴
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
調
査
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

成
功
の
た
め
必
要
な
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
数

が 

25
未
満
と
い
う
結
果
が
出
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
お
そ
ら
く
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
性
質
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
発
明
や
発
見
、
そ
の
他
の
形
態
の
新
た
な
知

識
に
基
づ
い
て
、
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
事
業
領
域

で
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
本
調
査
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
内
在
す
る
改
善
点
の
修

正
や
、
顧
客
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
る

と
い
っ
た
、
低
リ
ス
ク
で
安
価
な
方
法
か
ら
も
有

益
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
良

い
例
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
お
も
ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
、

レ
ゴ
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
社
が
数
年
前
に
発
売
し
た
、

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
作
成
キ
ッ

ト
だ
ろ
う
。
同
社
は
、
熱
烈
な
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ァ
ン

で
あ
る
顧
客
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
導
か

れ
、
ソ
フ
ト
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
改
良
を
重
ね
た
。

　

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
従
来
の
研

究
で
は
、
発
明
や
発
見
を
う
ま
く
商
品
化
に
つ
な

げ
た
実
績
を
も
つ
大
企
業
に
焦
点
を
あ
て
て
い

た
。
し
か
し
、本
調
査
の
回
答
者
の
う
ち
58
％
は
、

年
間
総
売
上
高
が
10
億
米
ド
ル
未
満
の
企
業
の

従
業
員
だ
。
新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
セ
ス
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
大
学
か
ら
得
た
と
報
告
し

た
回
答
者
が
わ
ず
か
11
％
に
と
ど
ま
っ
た
理
由

も
こ
の
数
値
で
説
明
で
き
る
。

企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

　

本
調
査
で
は
、多
く
の
企
業
（
回
答
者
の
41
％
）

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
計
画
を
支
援
す
る

た
め
に
、
製
品
開
発
の
専
門
の
チ
ー
ム
を
設
立

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

ア
イ
デ
ア
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
高
め
る
た

め
に
重
要
な
の
は
、
中
間
管
理
層
か
ら
の
サ
ポ
ー

ト
（
29
％
）
や
取
締
役
会
の
支
持
（
28
％
）
で
、

Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
最
高
責
任
者
か
ら
の
支
持
（
17
％
）

は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。
ま
た
、
一
般
従
業
員
の
承
認
（
11
％
）
も
重

要
性
が
低
か
っ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
伝
統

的
な
の
は
社
外
の
秘
密
の
場
所
で
新
製
品
開
発

を
行
う
も
の
で
「
ス
カ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
は
ロ
ッ

キ
ー
ド
社
だ
。
ほ
か
に
も
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ボ
カ
ラ

ト
ン
（B

oca R
aton

）
で
Ｐ
Ｃ
を
開
発
し
た

Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
の
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

あなたの組織が属するクラスターには、およそいくつの技術系研究機
関（大学、公的研究所、契約研究機関、シンクタンクなど）がありますか？

（回答者の割合：％）

５未満 13%

5 ～ 20 25%

20 ～ 40 17%

40 超 15%

わからない 30%
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ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
最
良
の
手
段
は
、
表
彰
お
よ
び

賞
金
・
賞
品
の
授
与
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
結
果
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
社
で
は
「
シ
ネ
マ
ッ
チ
」
の
精
度
を
10
％

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
チ
ー
ム
に
対
し
て

１
０
０
万
米
ド
ル
の
賞
金
を
用
意
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
ま
た
、エ
ッ
ク
ス
プ
ラ
イ
ズ
財
団
は
、

２
０
０
４
年
に
初
の
民
間
有
人
宇
宙
飛
行
に
対

し
て
１
、０
０
０
万
米
ド
ル
の
賞
金
を
贈
っ
た
。

補
助
金
の
重
要
性
を
説
く
経
済
学
者
の
ロ
バ
ー

ト
・
ハ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、「
た
と
え
科
学
的

な
進
歩
が
目
的
で
あ
っ
て
も
、
賞
金
が
効
果
を
発

揮
す
る
ケ
ー
ス
は
多
い
」
と
言
う
。

　

お
そ
ら
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
も
っ
と
も
効
果
的
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
方
法
は
、
シ
リ
コ

ン
・
バ
レ
ー
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
・
フ
ェ
ン

ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
シ
リ
コ
ン
・
ワ
デ
ィ
な
ど
の

ハ
イ
テ
ク
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
に
拠
点
を
構
え
る

こ
と
だ
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
や
そ
の
近

隣
地
域
に
本
拠
地
を
置
い
て
い
る
企
業
の
う
ち
、

56
％
は
競
合
相
手
を
上
回
る
業
績
を
挙
げ
て
い

る
と
答
え
た
の
に
対
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
地
域
外
に

拠
点
を
置
く
回
答
企
業
で
は
そ
の
割
合
が
わ
ず

か
36
％
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
企
業
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
新
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
共
同
開
発
を
お
こ
な
う
こ
と
も
で
き
る
。

Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
協
賛
の
下
、
以

前
に
も
似
た
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

研
究
調
査
で
は
、
他
企
業
と
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し

知
的
所
有
権
を
共
有
し
て
い
る
企
業
、
つ
ま
り
社

外
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
る

企
業
は
、
よ
り
高
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
も
つ

と
い
う
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
企
業
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
消
費
者
製
品
メ
ー
カ
ー
の
プ
ロ
ク
タ
ー

ア
ン
ド
ギ
ャ
ン
ブ
ル
社
（
Ｐ
＆
Ｇ
）
だ
。
同
社
は
、

「
コ
ネ
ク
ト
＋
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
設

立
し
て
い
る
。
同
社
に
よ
れ
ば
、「
他
組
織
ま
た

は
他
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
と
相
互
に
有

益
な
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
境
界
を
越
え
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
知
識
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
Ｐ
＆
Ｇ
の
既
存
ブ
ラ
ン

ド
や
新
ブ
ラ
ン
ド
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
う
（
22
ペ
ー
ジ
の
添
付
部
分
、

「
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
新
製
品
開
発
」
を
参
照
）。

　

経
営
者
の
多
く
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
市
場
へ
の

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
一
見
わ
か
り
に
く
い
が
、
企
業
が
製
品
を

製
造
・
販
売
す
る
た
め
に
用
い
る
プ
ロ
セ
ス
に
応
用
さ

れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
製
品
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
同
じ
く
ら
い
重
要
だ
。

　

製
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
幅
を
拡
大
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行

で
き
る
能
力
は
、
企
業
の
競
争
力
向
上
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
社
に
と
っ
て
は
、
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
そ
の
も
の
を
コ
ピ
ー
す
る
よ
り
も
、
商
品
を
製

造
・
販
売
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
ま
ね
る
ほ
う
が
難
し
い
か

ら
だ
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
分
野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
市
場
が

成
熟
し
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、
き
わ
め
て
競
争

の
激
し
い
業
界
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
。
こ
う
い
っ
た

産
業
で
は
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
す

る
こ
と
で
、
競
合
企
業
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。
デ
ル
、
セ
メ
ッ
ク
ス
、
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
や

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
な
ど
の
企
業
が
成
功
し
た
の
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。

　

お
そ
ら
く
も
っ
と
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

は
、
デ
ル
社
が
行
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
ろ
う
。
同
社
は
「
受
注
生
産
」
と
い

う
生
産
シ
ス
テ
ム
を
つ
う
じ
て
パ
ソ
コ
ン
業
界
に
革
命

を
起
こ
し
、
コ
ン
パ
ッ
ク
社
な
ど
製
品
開
発
に
重
き
を

お
く
ラ
イ
バ
ル
社
と
の
差
別
化
に
成
功
し
た
。
こ
の

生
産
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
顧
客
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
注
文
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
デ
ル
社
は
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
見
直
し
、
そ
の
効
率
性
を
未
曾
有
の
レ
ベ

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
が
も
た
ら
す
力

1

1 ニューヨークタイムズ 2007 年 1 月 31日
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資
金
の
回
収

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
資
金
の
回
収
ス

ピ
ー
ド
に
関
し
て
、
調
査
対
象
者
の
回
答
は
驚

く
べ
き
結
果
と
な
っ
た
。
回
答
者
の
半
数
以
上

（
53
％
）
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
を
２

年
以
内
に
回
収
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

回
答
し
た
の
だ
。
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
求

め
る
投
資
回
収
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
）
は
、
他
の
形
態
の

投
資
（
プ
ラ
ン
ト
や
設
備
・
機
器
類
へ
の
投
資
な

ど
）
に
求
め
る
原
価
回
収
率
の
約
２
倍
だ
っ
た
。

　

企
業
が
自
ら
の
競
争
力
向
上
の
た
め
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
す
る
ス
ピ
ー
ド
は
、
さ
ら
に

興
味
深
い
。
71
％
も
の
調
査
対
象
者
が
、
年
間
総

売
上
高
の
半
分
以
上
を
５
年
以
内
に
発
売
し
た

製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得
て
い
る
と
回
答

し
た
。

ル
に
ま
で
高
め
た
。

　

セ
メ
ッ
ク
ス
は
、
１
９
０
６
年
に
メ
キ
シ
コ
に
設
立

さ
れ
た
セ
メ
ン
ト
会
社
だ
。
同
社
は
、
輸
送
用
ト
ラ
ッ

ク
に
走
行
ル
ー
ト
・
時
間
を
管
理
す
る
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
流
通
プ
ロ
セ
ス
の
合

理
化
に
成
功
し
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス

テ
ム
）
技
術
で
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
状
況
が
把
握
で
き

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
電
話
で
顧
客
か

ら
の
注
文
を
受
け
、
要
求
さ
れ
た
時
間
ぴ
っ
た
り
に

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
（
混
合
済
み
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
現
場

へ
配
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

格
安
航
空
会
社
の
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
社
は
、
何
百
万

人
と
い
う
規
模
の
乗
客
の
搭
乗
手
続
き
を
徹
底
的
に

改
革
し
、
低
料
金
で
高
品
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

可
能
に
し
た
。
同
社
は
、
コ
ス
ト
削
減
策
と
し
て
チ

ケ
ッ
ト
予
約
プ
ロ
セ
ス
と
電
話
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

改
良
し
、
予
約
受
付
担
当
の
従
業
員
が
自
宅
で
業
務

が
行
え
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

設
置
に
か
か
る
高
額
な
不
動
産
関
連
の
費
用
が
不
要

と
な
っ
た
。こ
の
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

仕
事
の
満
足
度
と
生
産
性
の
両
方
を
高
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
社
の
有
名
な
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
１
つ
に
、「
ク
ロ
ス
ド
ッ
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ

る
手
法
が
あ
る
。
こ
れ
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
輸
送
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
自
社
の
配
送
車
に
直
接
商
品
を
積
み
替

え
る
方
式
で
、
倉
庫
に
保
管
し
て
お
く
プ
ロ
セ
ス
を

完
全
に
取
り
除
い
た
。
こ
の
改
革
で
物
流
効
率
を
向

上
し
た
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
は
、
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
る

価
格
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
非
常
に
地
味

で
は
あ
る
が
、
効
果
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
共
通
す
る
の

は
、
高
度
な
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
へ
の
集
中
的
な
投

資
だ
。
だ
が
、
技
術
に
莫
大
な
投
資
を
お
こ
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
常
に
成
功
が
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
効
率
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
は
、
企
業

の
安
泰
の
約
束
手
形
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

　

２
０
０
７
年
２
月
に
吹
雪
の
た
め
、
何
百
席
も
の

チ
ケ
ッ
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
社

の
不
運
は
そ
の
代
表
例
だ
。
デ
ル
の
例
が
示
す
よ
う

に
、
昨
日
の
最
新
プ
ロ
セ
ス
も
今
日
に
は
あ
り
ふ
れ

た
常
識
に
な
っ
て
し
ま
う
。
１
つ
の
鉱
脈
か
ら
は
採
れ

る
金
の
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
競
合
会
社
は
早
か
れ

遅
か
れ
追
い
つ
い
て
く
る
の
だ
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
回

成
功
す
れ
ば
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

漸
進
的
な
改
良
の
積
み
重
ね
に
よ
る
、
継
続
的
な
過

程
だ
。
ト
ヨ
タ
な
ど
の一
流
企
業
は
、
製
品
と
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
セ
ス
の
両
分
野
で
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
こ
と
で
ト
ッ
プ
の
座
を
死
守
し
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
卓
越
し
た
企
業
の
成
功
を
ま
ね
る
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
業
務
に
つ
い
て
の
確
か

な
知
識
や
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
広
く
受
け
入
れ
る

企
業
文
化
、
目
標
達
成
へ
の
強
い
意
志
、
そ
し
て
失

敗
を
恐
れ
ず
、
そ
こ
か
ら
教
訓
を
学
ぶ
精
神
が
求
め

ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
姿
勢
は
、

簡
単
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
年
月
を

か
け
て
進
化
さ
せ
、
企
業
風
土
と
し
て
浸
透
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

組織が所属するクラスター内にある金融機関は、事業に関してどの
程度精通していますか？（回答者の割合：％）

非常に精通している 20%

精通している 26%

いくらか精通している 19%

まったく精通していない 9%

存在しない 3%

わからない 24%
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回
答
企
業
の
43
％
は
、
収
益
の
半
分
以
上
を
３

年
以
内
に
発
売
し
た
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
か

ら
得
て
い
る
と
答
え
、
２
年
以
内
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
が
収
益
の
50
％
以
上
と
答
え
た
回
答
者
も

ほ
ぼ
４
分
の
１
（
23
％
）
に
達
し
た
。
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
サ
イ
ク
ル
の
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
は
注
目
に

値
す
る
。

　

こ
の
質
問
か
ら
は
、
も
う
１
つ
興
味
深
い
点

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
調
査
対
象
と
な
っ

た
企
業
の
う
ち
、
総
収
入
の
半
分
以
上
を
３
年
、

あ
る
い
は
５
年
以
内
に
発
売
し
た
製
品
か
ら
得

て
い
る
企
業
は
、
よ
り
息
の
長
い
製
品
に
依
存
し

て
い
る
企
業
と
比
べ
て
す
ぐ
れ
た
業
績
を
挙
げ

て
い
る
と
回
答
し
て
い
な
い
点
だ
。

　

言
う
よ
り
も
行
う
は
が
た
し
と
い
う
こ
と

か
？
よ
り
新
し
い
製
品
を
販
売
し
て
い
る
企
業

が
も
つ
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
定
か
で
な
い
。
だ

が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
企
業
の
成
功
に
と
っ

て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
回
答
し
た
企
業
が
、

そ
う
で
な
い
と
考
え
る
企
業
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

業
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
だ
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
答
え

た
企
業
の
う
ち
、
46
％
が
競
合
会
社
を
上
回
る

業
績
を
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
は
見
な
さ
な
い
企

業
の
う
ち
、
競
合
会
社
を
上
回
る
業
績
を
挙
げ
て

い
る
企
業
は
32
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

同
じ
よ
う
な
結
果
が
、
企
業
の
研
究
開
発
活

動
と
財
務
実
績
と
の
関
係
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。

研
究
開
発
費
用
が
総
収
入
の
５
％
以
上
に
相
当

す
る
と
答
え
た
回
答
者
の
う
ち
、
44
％
は
競
合
会

社
を
上
回
る
業
績
を
挙
げ
て
い
る
と
報
告
し
て

い
る
が
、
研
究
開
発
費
用
が
総
収
入
の
５
％
を
下

回
る
と
答
え
た
回
答
者
で
は
そ
の
割
合
が
35
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

本
調
査
で
は
企
業
の
業
績
を
、
次
の
質
問
に

対
す
る
回
答
を
も
と
に
評
価
し
て
い
る
。「
競
合

会
社
と
比
較
し
て
あ
な
た
の
会
社
の
最
近
の
財

務
実
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
？
」—

—

こ
の
問
い
に
対
し
て
、「
競
合
会
社
を
上
回
っ
て

い
る
」「
競
合
会
社
と
互
角
で
あ
る
」「
競
合
会
社

を
下
回
っ
て
い
る
」
と
い
う
３
つ
の
選
択
肢
が
与

え
ら
れ
て
い
る
。
同
業
の
競
合
会
社
と
比
較
し

自
社
の
業
績
を
評
価
す
る
手
法
を
と
る
こ
と
で
、

業
種
間
で
異
な
る
景
気
サ
イ
ク
ル
の
影
響
を
自

動
的
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
な
場
所

　

本
調
査
の
回
答
者
は
、
米
国
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
最
適
な
条
件
を
備
え
て
い
る
国
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
数
は
全
回
答
の
40
％
に
の
ぼ
っ
た
。

イ
ン
ド
が
12
％
の
支
持
を
受
け
て
２
位
に
つ
け
、

英
国
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
回
答
は
６
％
あ
っ

た
。
一
方
日
本
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
な
場

所
で
あ
る
と
い
う
回
答
は
わ
ず
か
２
％
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。　

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
場
所
と
し
て
日

本
の
人
気
が
低
か
っ
た
理
由
は
、
本
調
査
の
結
果

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
を
獲

得
し
て
い
る
も
の
の
、
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
で
は

11
位
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
で
は
さ
ら
に
下

位
に
ラ
ン
ク
づ
け
さ
れ
て
い
る
（
25
位
）。
ま
た
、

本
調
査
は
英
語
で
の
み
実
施
し
た
た
め
、
そ
の
点

が
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

日
本
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
っ
と
も
適
し
た

場
所
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
多
く
の
経
営
者

に
共
通
す
る
認
識
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
の
余

地
が
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
国
を
検
討
す
る
場

合
、
多
く
の
経
営
者
は
次
の
よ
う
な
特
性
を
備
え

た
国
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
は
知
的
所

有
権
の
保
護
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
60
％
）、

政
治
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
（
56
％
）、
効
率

的
な
規
制
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
（
54
％
）、

そ
し
て
制
度
的
な
枠
組
み
が
健
全
で
あ
る
こ
と

だ
（
53
％
）。
日
本
は
上
記
の
要
件
を
十
分
に
満

た
し
て
は
い
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と

し
て
備
え
る
べ
き
条
件
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

重
要
と
な
る
そ
の
他
の
要
素
と
し
て
挙
が
っ

た
の
は
、
Ｉ
Ｔ
・
電
気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
質
、
労
働
者
の
専
門
的
技
能
、

科
学
者
や
技
術
者
の
数
、
そ
し
て
大
卒
者
獲
得
の

容
易
さ
な
ど
だ
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
研
究
開
発

の
コ
ス
ト
や
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
挙
げ
た
回

答
者
は
20
％
未
満
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。



25

イノベーション：ビジネスによる創造を進化させる

Ⓒ エコノミスト・インテリジェンス・ユニット　2008

　

多
く
の
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
世
界
中

で
探
し
回
っ
て
い
る
が
、
競
合
会
社
の
研
究
部
門
と

協
力
し
て
新
製
品
の
共
同
開
発
を
お
こ
な
う
企
業
は

そ
う
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
数
少
な
い
企
業
の
う
ち

の
１
つ
が
Ｐ
＆
Ｇ
だ
。
最
近
ク
ロ
ロ
ッ
ク
ス
社
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
グ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
（G

lad 

ForceFlex

）
と
い
う
画
期
的
な
ゴ
ミ
袋
の
開
発
・

市
販
化
を
手
が
け
た
（
共
同
所
有
）。

　

こ
の
共
同
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
知
的
所
有
権
に

対
す
る
両
社
の
考
え
方
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の

表
わ
れ
だ
ろ
う
。
両
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
収
入
の

中
で
数
百
億
米
ド
ル
規
模
の
製
品
領
域
で
激
し
い
競

争
を
繰
り
広
げ
る
ラ
イ
バ
ル
会
社
だ
。
両
企
業
と
も
、

社
内
で
の
研
究
開
発
を
重
視
す
る
伝
統
を
も
ち
、
そ

こ
か
ら
成
長
の
源
と
な
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
作
り

出
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
両
社
は
、
企
業
機
密
を
危
険

に
さ
ら
す
可
能
性
の
あ
る
他
者
と
の
提
携
は
こ
れ
ま

で
避
け
て
き
た
。

　

だ
が
、
２
０
０
０
年
に
ア
ラ
ン
・
ラ
フ
リ
ー
氏
が
Ｐ

＆
Ｇ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
て
以
来
、
新
た
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ラ
フ
リ
ー
氏
は
、

着
実
に
膨
れ
上
が
る
研
究
開
発
予
算
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
利
益
は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
お
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
50
％
以
上
は
社
外
か
ら
生
ま
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
た
の
だ
（
現
在
の
プ
ラ
ン
が
そ
の
ま
ま
進
行

す
れ
ば
、
同
社
は
２
０
１
０
年
ま
で
に
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
見
込
み
だ
）。
社
外
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア

を
求
め
、
そ
れ
を
も
と
に
自
社
資
源
を
活
用
し
て
商

品
化
お
よ
び
流
通
を
図
る
。
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ

と
で
、
従
来
よ
り
も
少
な
い
予
算
で
よ
り
迅
速
に
、

そ
し
て
よ
り
多
く
の
新
商
品
を
市
場
に
投
入
で
き
る

と
同
氏
は
信
じ
て
い
た
。

　

同
社
は
、「
コ
ネ
ク
ト
＋
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
」（http://

pg.t2
h.yet2

.com

）
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
て
、
新
製
品
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
技
術
、

プ
ロ
セ
ス
や
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
た
。
そ
の
結

果
、
Ｐ
＆
Ｇ
は
２
０
０
０
年
以
降
、
研
究
開
発
の
生

産
性
を
約
60
％
向
上
さ
せ
、
１
０
０
を
超
え
る
新
製

品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
。

　

Ｐ
＆
Ｇ
と
ク
ロ
ロ
ッ
ク
ス
社
の
研
究
部
門
と
を
結
び

つ
け
た
の
も
、こ
の「
コ
ネ
ク
ト
＋
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
」
だ
っ

た
。
２
０
０
２
年
、
Ｐ
＆
Ｇ
は
強
力
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
食
品
用
ラ
ッ
プ
の
開
発
を
試
行
錯
誤
し
て
い
た
が
、

コ
ス
ト
の
増
大
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
６
社
と
の
共

同
開
発
を
検
討
し
た
後
、
す
で
に
食
品
用
ラ
ッ
プ
の

製
造
・
販
売
事
業
を
確
立
さ
せ
て
い
た
ク
ロ
ロ
ッ
ク
ス

社
と
の
提
携
を
決
定
し
た
の
だ
。

　

Ｐ
＆
Ｇ
の
外
部
事
業
開
発
担
当
副
社
長
で
あ
る

ジ
ェ
フ
・
ウ
ィ
ー
ド
マ
ン
氏
は
、
こ
の
提
携
を
成
功
さ

せ
た
の
は
周
到
な
計
画
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
両

社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
社
内
機
密
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
安

心
し
て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事

前
に
提
携
の
範
囲
を
綿
密
に
話
し
合
っ
た
。

　

彼
ら
は
ま
た
、
役
割
分
担
、
収
益
や
知
的
所
有
権

の
共
有
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
う
ま
く
い
か
な
っ

た
場
合
に
提
携
を
終
了
さ
せ
る
方
法
も
定
め
た
。
さ

ら
に
両
社
は
、
結
果
の
見
込
み
に
関
し
て
率
直
に
意

見
交
換
す
る
こ
と
を
互
い
に
義
務
付
け
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
製
品
開
発
の
ど
の
部
分
を
担
当
す
る
か
を
決
定

す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
と
ウ
ィ
ー
ド
マ
ン
氏
は
い
う
。

　

同
氏
に
よ
れ
ば
、
周
到
な
準
備
を
行
い
頻
繁
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
「
確
固
た
る
信
頼

関
係
」
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
の
ち
に
Ｐ

＆
Ｇ
が
自
社
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
合
物
を
ゴ
ミ
袋
に

応
用
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い
た
時
に
、

容
易
に
合
意
を
と
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

こ
の
信
頼
関
係
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
生
ま

れ
た
フ
ォ
ー
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
ゴ
ミ
袋
は
、
引
っ
張
り
に

対
す
る
高
い
強
度
を
そ
の
特
長
と
し
、
細
く
尖
っ
た

物
体
を
入
れ
て
も
破
れ
に
く
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ゴ
ミ
袋
は
発
売
か
ら
１
年
で
１
億
米
ド

ル
以
上
の
売
上
を
記
録
し
、
米
国
市
場
に
お
い
て
約

10
％
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ス
フ
レ
ッ
ク
ス
ゴ
ミ
袋
に
よ
っ
て
大
き
な
成

功
を
収
め
た
Ｐ
＆
Ｇ
は
、
ク
ロ
ロ
ッ
ク
ス
社
と
の
契
約

で
選
択
権
を
行
使
し
、
販
売
元
のG

lad

社
の
株
式

所
有
割
合
を
10
％
か
ら
20
％
に
引
き
上
げ
た
。
購
入

金
額
は
１
億
３
，
０
０
０
万
米
ド
ル
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　

ウ
ィ
ー
ド
マ
ン
氏
は
じ
め
両
社
の
社
員
に
よ
る
定

期
的
な
会
合
を
実
施
し
、
こ
の
提
携
事
業
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。
Ｐ
＆
Ｇ
が

ク
ロ
ロ
ッ
ク
ス
社
と
の
提
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
大
き
な
成
功
を
生
ん
だ
こ
と
に
疑
い
の
余

地
は
な
く
、
す
で
に
両
社
は
次
の
一
手
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
。
Ｐ
＆
Ｇ
の
経
営
陣
は
、
１

度
目
が
成
功
し
た
ら
２
度
目
は
そ
の
２
倍
は
簡
単
だ

と
、
さ
ら
な
る
提
携
を
模
索
し
て
い
る
。

ラ
イ
バ
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
製
品
開
発
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
と
も
呼
べ
る
現
在

の
状
況
は
、
約
５
年
前
に
同
テ
ー
マ
に
関
す
る
会

議
、
書
籍
、
報
告
書
や
政
府
の
支
援
策
が
発
表

さ
れ
た
こ
と
で
は
じ
ま
っ
た
。
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
も
は
や
信
仰
に
近

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
者
た
ち
は
、
増
収

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
拡
大
の
た
め
の
１
つ
の

ツ
ー
ル
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
各
国
政
府
も
、

自
国
の
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
頼
み
の
綱
と
し

て
そ
の
促
進
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
突
然
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ム
は
お

そ
ら
く
、
２
０
０
０
～
０
１
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
株
価
大
暴
落

に
端
を
発
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
に
直

面
し
た
企
業
が
戦
略
見
直
し
を
模
索
す
る
中
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
目
に
留
ま
っ
た
の
だ
。
だ

が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
き
っ
か
け
に
す
ぎ
な

い
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌
世
界
ト
ッ
プ
企
業
５
０
０

社
に
名
を
連
ね
る
各
企
業
は
、
こ
の
数
十
年
も
前

か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
も
つ
潜
在
能
力
に
着

目
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
運
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
研
究
施
設
（
試
験
施
設
で
は
な
く
）

か
ら
生
み
出
そ
う
と
い
う
考
え
が
浸
透
し
て
ゆ

く
。
こ
う
い
っ
た
研
究
施
設
の
仕
事
は
、
新
し
い

技
術
、
手
法
や
材
料
の
開
発
を
組
織
的
に
追
求

し
、
自
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
研
究
施
設
の
最
も
古
い
例
で

あ
る
ベ
ル
研
究
所
は
、
１
９
２
５
年
に
設
立
さ
れ

て
い
る
。
創
設
以
来
、
同
研
究
所
の
科
学
者
た
ち

は
11
も
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
獲
得
し
て
き
た
。

　

だ
が
、
企
業
研
究
所
の
使
命
は
本
来
、
発
明
と

そ
の
応
用
技
術
を
生
み
出
す
こ
と
に
あ
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
自
体
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
企
業
全

体
と
し
て
の
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
は
留
意
さ
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。

研
究
所
か
ら
生
産
へ

　

研
究
所
か
ら
生
ま
れ
た
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア

を
、
社
内
の
別
の
部
門
で
活
用
す
る
の
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
設
計
図
や
学
術
論
文
は
、
そ

の
ま
ま
研
究
所
の
壁
を
越
え
て
他
部
門
へ
丸
投

げ
さ
れ
て
も
全
く
効
果
が
な
い
の
だ
。
こ
の
こ
と

は
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
の
パ
ロ
ア
ル
ト
研
究
所
（
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
ケ
ー
ス
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｃ
は
、
今
日
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
内
蔵
さ
れ
て
い

る
多
く
の
機
能
を
発
明
し
た
研
究
所
だ
。
し
か
し

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
は
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
か
ら
生
ま
れ
た
多

く
の
す
ぐ
れ
た
発
明
を
自
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
代
わ

り
に
そ
の
発
明
の
大
き
な
恩
恵
を
受
け
た
の
は
、

ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
他
企
業
だ
っ

た
。

　

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
に
と
っ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
発
明

の
中
で
唯
一
数
億
ド
ル
規
模
の
事
業
に
成
長
し

た
の
は
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
だ
。
だ
が
こ
れ
は

単
に
、
技
術
開
発
を
し
た
チ
ー
ム
が
一
人
残
ら

ず
ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
の
た
め
に
事
業
部
門
へ

と
異
動
に
な
っ
た
と
い
う
偶
然
の
産
物
だ
っ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
訓

は
、
ア
イ
デ
ア
が
報
告
書
や
図
面
、
試
作
品
よ

り
も
む
し
ろ
人
間
に
宿
る
も
の
だ
と
い
う
点
だ
。

つ
ま
り
、
研
究
所
で
生
ま
れ
た
発
明
を
工
場
で

キーポイント
■ある技術を実際に製品化するのにもっとも効果的な手段

は、研究者たち自身がそれを商業ベースに乗せることだ。

■ 71％の調査対象者が、自社の年間総売上高の半分以上を 5
年以内に発売した製品またはサービスから得ていると回答し
ている。

■米国は、政府機関の出資（つまり納税者の負担）で実現し

た発明または発見の知的財産所有権を、研究を実施した

個人や組織へと移転するバイドール法を施行した。この法

律により、発明を商業化するスピードが大幅に加速された。
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製
造
す
る
商
品
へ
と
育
て
る
に
は
、
研
究
者
た

ち
自
身
が
そ
れ
を
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
る
こ
と

が
最
も
効
果
的
な
方
法
な
の
だ
。
仮
に
、
発
明

か
ら
生
ま
れ
た
新
事
業
の
成
功
へ
の
見
返
り
を

研
究
者
に
与
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
も
、

そ
れ
は
そ
れ
で
よ
し
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

技
術
移
転
プ
ロ
セ
ス
を
ど
う
管
理
す
る
に
せ

よ
、
重
要
な
の
は
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
だ
。

余
分
な
妨
げ
と
な
る
部
門
間
の
争
い
な
ど
が
な

く
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
は
困
難
か

つ
費
用
の
か
か
る
も
の
な
の
だ
か
ら
。
だ
が
、

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
の
よ
う
に

技
術
移
転
プ
ロ
セ
ス
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
場

合
、
投
資
へ
の
見
返
り
き
わ
め
て
莫
大
な
も
の

と
な
る
。
数
年
前
に
実
施
し
た
あ
る
調
査
で
は
、

１
９
７
０
年
代
に
商
品
化
さ
れ
た
17
件
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
後
の
30
年
の
間
に
わ
た
っ

て
年
率
平
均
56
％
の
収
益
率
を
誇
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

同
時
期
の
30
年
間
に
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
が

得
た
総
投
資
収
益
率
が
平
均
16
％
だ
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
驚
異
的
だ
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
が
行
う
そ
の
他
の
形
態
の

投
資
を
は
る
か
に
上
回
る
よ
う
な
大
規
模
な
収

益
を
生
み
出
す
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

企
業
の
変
革

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
化
の
お
か
げ
で
、
情

報
技
術
は
過
去
10
年
間
、
こ
れ
ま
で
１
世
紀
に
わ

た
る
産
業
革
命
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
進
歩
を
遂

げ
た
。
そ
の
結
果
、
企
業
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高

い
生
産
性
を
達
成
し
た
。
だ
が
同
時
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

　

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン

の
教
授
で
、
前
英
国
テ
レ
コ
ム
技
術
主
任
の
ピ
ー

タ
ー
・
コ
ク
レ
イ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
半

減
期
（
企
業
の
半
数
が
消
滅
す
る
た
め
に
必
要

な
年
数
）
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
前
の
50
年
か
ら
現
在
で

は
わ
ず
か
５
年
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
や
多
く
の

組
織
で
は
、
情
報
の
半
減
期
は
わ
ず
か
半
年
だ
と

い
う
。
情
報
の
半
分
は
半
年
で
時
代
遅
れ
と
な
る

が
、
あ
た
か
も
価
値
が
あ
る
か
の
よ
う
に
保
存
・

閲
覧
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。
つ
ま

り
企
業
は
、
た
え
ず
自
己
革
新
を
続
け
な
け
れ
ば

生
き
残
っ
て
い
け
な
い
の
だ
。

　

３
Ｍ
は
、
絶
え
間
な
い
自
己
変
革
に
よ
っ
て
長

い
期
間
成
功
を
お
さ
め
続
け
て
い
る
企
業
の
良

い
例
だ
。
１
９
７
０
年
代
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
創

立
さ
れ
た
同
社
は
、
５
年
以
内
に
発
売
さ
れ
た
製

品
か
ら
年
間
総
収
入
の
４
分
の
１
を
得
る
ご
く

わ
ず
か
な
企
業
の
１
つ
だ
っ
た
。
だ
が
前
掲
の
と

お
り
、
本
調
査
で
回
答
し
た
企
業
の
４
社
中
３

社
は
、
年
間
総
売
上
高
の
半
分
以
上
を
５
年
以

内
に
発
売
し
た
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得

て
い
る
。
今
日
の
基
準
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

４
分
の
１
と
い
う
数
字
は
標
準
を
は
る
か
に
下

回
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
製
品
の
平
均
寿
命
は
、

企
業
の
自
己
変
革
能
力
を
判
断
す
る
重
要
な
１

つ
の
手
段
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

バ
イ
ド
ー
ル
法

　

こ
こ
数
年
、
米
国
は
利
益
率
の
高
い
知
的
労
働

の
創
出
で
ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
て
き
た
。
同
国
が

１
９
８
０
年
代
末
以
降
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
急
激
に
向
上
さ
せ
て
き
た
１
つ
の
理
由
は

バ
イ
ド
ー
ル
法
の
施
行
だ
。
同
法
は
、
こ
れ
ま
で

政
府
機
関
の
棚
の
上
で
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て
い

た
数
々
の
発
明
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
種
へ
と
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

バ
イ
ド
ー
ル
法
と
は
、
納
税
者
の
費
用
負
担
で

実
現
し
た
発
明
ま
た
は
発
見
の
知
的
財
産
所
有

権
を
、
そ
の
研
究
に
対
し
て
出
資
し
た
政
府
機
関

か
ら
研
究
を
行
っ
た
個
人
や
組
織
へ
と
移
転
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
法
律
だ
。
ま
た
同
法
は
、

知
的
財
産
の
新
た
な
所
有
者
が
、
独
占
的
使
用

権
を
商
品
化
の
目
的
で
民
間
企
業
に
売
却
す
る

こ
と
を
認
め
た
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
効
果

は
絶
大
だ
っ
た
同
法
だ
が
、
納
税
者
に
と
っ
て

は
そ
れ
ほ
ど
手
放
し
で
喜
べ
な
い
部
分
も
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
公
的
資
金
で
大
学
や
国
立
研
究
所
が

製品の平均寿命は、

企業の自己変革能力を

理解する重要な手段に

なりつつある
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製
品
や
プ
ロ
セ
ス
が
発
明
さ
れ
れ
ば
、
納
税
者

は
ま
ず
政
府
か
ら
の
研
究
補
助
金
と
し
て
、
次

に
店
で
そ
れ
を
購
入
す
る
際
に
代
金
と
し
て
２

回
支
払
い
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
、
同
法
の
公
正
さ
に
疑

問
を
投
げ
か
け
る
声
も
あ
る
。
だ
が
、
バ
イ
ド
ー

ル
法
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
巨
額
の
資
金
を
投
じ

た
多
く
の
研
究
成
果
が
全
く
日
の
目
を
見
ず
に

終
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
概

に
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。

　

米
国
で
は
、
バ
イ
ド
ー
ル
法
が
大
学
研
究
機

関
に
も
た
ら
す
悪
影
響
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

大
学
が
行
う
研
究
が
、
特
許
を
生
み
出
す
可
能

性
の
あ
る
分
野
に
偏
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

研
究
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特
許
は
、
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
や
特
許
権
使
用
料
、
あ
る
い
は
学
内

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
や
そ
の
売
却
と
い
っ
た

形
で
大
学
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
は
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
研
究
成
果
か
ら
巨
額
の
利

益
を
得
て
い
る
。
だ
が
そ
の
弊
害
と
し
て
、
教
育

機
関
と
し
て
の
大
学
の
質
が
低
下
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
短
期
的
に
巨
額
の
利
益
を
も
た
ら

す
可
能
性
の
あ
る
実
用
的
な
研
究
が
重
視
さ
れ

る
こ
と
で
、
従
来
大
学
が
追
求
し
て
き
た
長
期

的
で
よ
り
観
念
的
な
基
礎
知
識
・
真
理
と
い
っ

た
分
野
の
研
究
が
な
い
が
し
ろ
に
な
る
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
国
の
学
術

機
関
の
自
立
と
起
業
家
精
神
を
促
進
す
る
た
め
、

主
要
国
の
多
く
で
バ
イ
ド
ー
ル
法
に
似
た
法
律

が
次
々
に
施
行
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

技
術
移
転

　

発
明
の
商
業
化
を
効
率
的
に
す
す
め
る
た
め

に
、
技
術
移
転
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
る
大
学
は
多

い
。
大
学
内
で
生
み
出
さ
れ
た
有
望
な
発
明
を
特

定
し
、
そ
れ
ら
を
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
や
起
業
を
通

じ
て
収
益
源
に
変
え
る
の
が
目
的
だ
。
２
０
０
３

年
現
在
、
米
国
で
は
約
３
０
０
、
英
国
で
は
約

１
１
７
の
大
学
が
技
術
移
転
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

て
い
る
。

大
学
技
術
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協
会
（
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｍ
）

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
１
９
８
０
年
以
前
に
年

間
３
０
０
前
後
だ
っ
た
大
学
取
得
の
特
許
数
が
、

そ
の
後
２
０
０
３
年
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
３
、

２
０
０
以
上
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
微

減
し
て
２
０
０
５
年
に
は
３
、０
０
０
件
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
取
得
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
特

許
の
申
請
数
そ
の
も
の
は
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
米
国
特
許
商
標
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る

未
処
理
件
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
背
景
に

あ
る
。
だ
が
、
技
術
移
転
に
よ
っ
て
大
学
に
も
た

ら
さ
れ
る
収
益
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｍ
に

よ
る
と
、
米
国
で
行
使
さ
れ
た
使
用
権
と
選
択
権

の
件
数
は
、
２
０
０
３
～
０
５
年
の
間
に
数
パ
ー

セ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
か
ら
得

ら
れ
る
収
入
も
２
０
０
５
年
に
16
億
米
ド
ル
以

上
に
達
し
た
と
い
う
。

　

米
国
国
立
科
学
財
団
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
か
ら
発
表
さ

れ
た
統
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
米
国
の
大
学
は
ラ

イ
セ
ン
ス
取
得
活
動
に
関
連
す
る
法
的
費
用
と

し
て
年
間
１
億
米
ド
ル
以
上
を
支
出
し
て
い
る
。

ま
た
同
調
査
で
は
、
大
学
自
身
が
特
許
を
取
得
し

商
品
化
を
し
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
平

均
的
な
収
益
は
１
万
米
ド
ル
程
度
に
す
ぎ
な
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
管
理
費
用
さ
え
も
十
分
に
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
額
だ
。
直
接
的
お
よ
び
間

接
的
な
コ
ス
ト
を
差
し
引
い
た
の
ち
に
利
益
を

計
上
し
た
大
学
技
術
移
転
事
務
局
は
、
米
国
だ
け

で
な
く
そ
の
他
の
国
々
で
も
そ
う
多
く
は
な
い
。

だ
が
国
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
大
学
技
術
移
転

事
務
局
は
学
術
的
研
究
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た

ア
イ
デ
ア
の
民
間
企
業
へ
の
流
入
を
促
進
し
て

い
る
こ
と
は
事
実
だ
。

ク
ラ
ス
タ
ー
効
果

　

優
秀
な
科
学
技
術
部
門
を
も
つ
大
学
を
ハ
イ

テ
ク
企
業
が
取
り
囲
む
地
域
は
、
も
っ
と
も
効
率

的
に
ア
イ
デ
ア
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
立
地
条

件
だ
。
た
と
え
ば
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

の
は
、
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
内
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
だ
。
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
ほ
ど
で
は
な
い

も
の
の
、
ボ
ス
ト
ン
周
辺
の
ケ
ン
ダ
ル
ス
ク
エ

ア
と
１
２
８
号
線
付
近
に
位
置
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
も
こ
れ
に
あ
て
は

ま
る
だ
ろ
う
。
優
秀
な
学
術
機
関
や
国
立
研
究
施

設
を
中
心
に
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
集
積
す
る
ク
ラ
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ス
タ
ー
へ
の
注
目
が
近
年
高
ま
っ
て
い
る
。
不
釣

合
い
な
ほ
ど
の
多
く
の
数
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
最

近
で
は
、
こ
れ
を
地
域
レ
ベ
ル
ま
た
は
国
レ
ベ
ル

で
実
現
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。

　

世
界
中
に
は
こ
う
い
っ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多

く
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
東
大
阪
の
工
具
メ
ー

カ
ー
と
金
型
メ
ー
カ
ー
や
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
パ

ル
プ
・
製
紙
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
そ
う
だ
。
だ
が
多

く
の
場
合
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
構
成
す
る
の
は
成
熟

産
業
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
既
存
の
技
術
や
プ

ロ
セ
ス
に
行
わ
れ
る
た
め
、
特
許
が
取
得
で
き
る

可
能
性
は
低
い
。
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
高
付
加

価
値
分
野
で
も
、
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
を
め
ざ
す

地
域
は
世
界
中
に
多
く
あ
る
が
、
本
家
本
元
の

よ
う
な
成
功
を
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
は
い
な
い
。

シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
に
あ
る
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、

起
業
家
精
神
、
文
化
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
ユ

ニ
ー
ク
な
環
境
は
そ
う
簡
単
に
真
似
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

も
っ
と
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
近
い
ク
ラ
ス

タ
ー
の
構
築
に
成
功
し
て
い
る
の
は
イ
ス
ラ
エ

ル
だ
ろ
う
。
同
国
に
シ
リ
コ
ン
・
バ
レ
ー
と
の
類

似
点
を
探
す
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
ず

れ
も
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
を
い
と
わ
ず
、
失
敗

を
許
容
す
る
風
土
が
あ
る
。
ま
た
、
両
国
と
も
研

究
す
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
払
い
、
そ
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
芸
術
的
な
洗
練
度
に
ま
で

高
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
国
と
も
教
育
水
準

の
高
い
移
民
が
安
定
的
に
流
入
す
る
こ
と
に
よ

る
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
ロ
シ
ア
や
旧
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
地
域
か
ら
流
入
す
る
人
材
の
お
か
げ
で
、

現
在
イ
ス
ラ
エ
ル
の
科
学
者
・
技
術
者
数
は
人
口

１
万
人
当
た
り
１
３
５
人
と
い
う
高
い
数
値
を

誇
っ
て
い
る
（
対
す
る
米
国
で
は
人
口
１
万
人

当
た
り
18
人
）。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
、
人
口
比
で
は
10
倍
以
上
の
規
模
を
持
つ

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
体
と
ほ
ぼ
同
額
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
よ
る
投
資
資
金
を
集
め

て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
。

結
論
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源

　

過
去
に
は
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
今
で
は
、
政
府
や
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
熱
意
は
、
口
先
だ
け
の
リ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
。
激
化
す
る
世
界
規
模
な

競
争
に
直
面
し
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
新
た
な

手
段
を
模
索
す
る
こ
と
を
現
実
に
迫
ら
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
自
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る

か
、
あ
る
い
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
た
ち
を
支
援
す
る

か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
最
善
の
方
法

と
は
何
な
の
か
？
本
調
査
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
正
し
い
方
法
は
１
つ
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
国
が
も
つ
様
々
な
特
性
を

み
て
も
、
そ
れ
が
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
。
大
国

も
あ
れ
ば
小
国
も
あ
る
し
、
丸
暗
記
の
学
習
法

を
重
ん
じ
る
国
も
あ
れ
ば
、
創
意
工
夫
や
自
発

性
に
価
値
を
見
出
す
国
も
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
西
欧
諸
国
の
聖
域
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
の

座
に
輝
く
日
本
や
、
高
い
実
績
を
挙
げ
て
い
る
台

湾
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
の
台
頭
を
見
れ

ば
明
ら
か
だ
。
い
ず
れ
の
国
々
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
進
す
る
政
策
や
、
科
学
者
お
よ
び
技
術
者

を
多
く
生
み
出
す
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
５
年
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン

グ
予
測
で
は
、中
国
の
躍
進
が
目
を
引
く
。
だ
が
、

購
買
力
で
世
界
第
２
位
の
大
国
が
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
を
し
な
い
ほ
う
が
む
し
ろ
驚
き
だ
ろ
う
。
そ

れ
よ
り
も
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、
高
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
も
つ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
メ
キ
シ
コ
や
リ
ト
ア
ニ
ア
の
躍
進
だ
。

と
く
に
前
者
が
属
し
て
い
る
南
米
が
、
高
い
イ
ノ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
も
つ
地
域
と
し
て
ひ
き
あ
い

に
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
だ
。

　

メ
キ
シ
コ
の
場
合
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン

キ
ン
グ
で
３
位
に
つ
け
て
い
る
米
国
に
近
い
と

い
う
地
理
的
条
件
が
功
を
奏
し
て
い
る
。
同
国

の
企
業
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
今

回
の
調
査
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
の
ク
ラ
ス
タ
ー

内
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
企
業
の

ほ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
場
所
に
立
地
し
て
い
る
企

業
よ
り
も
、
競
合
会
社
を
上
回
る
業
績
を
挙
げ

て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

例
え
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
だ
。
つ
ま

り
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
ク
ラ
ス
タ
ー
に
拠
点
を
移
す

こ
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
向
上
す
る
方

法
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
こ
ま

で
思
い
切
っ
た
策
を
と
ら
な
く
て
も
、
そ
う
い
っ

た
地
域
に
出
先
機
関
を
開
設
し
、
同
じ
空
気
を
吸

う
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
る
が
、
共
通
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

は
以
下
の
点
だ
ろ
う
。

●
質
の
高
い
教
育
、
そ
し
て
す
ぐ
れ
た
教
育
制
度

に
代
わ
る
も
の
は
他
に
は
な
い
。
た
と
え
中
国

で
あ
ろ
う
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
で
あ
ろ
う
と
そ
れ
は

同
じ
だ
。
深
く
幅
広
い
技
術
的
専
門
知
識
を
持

つ
人
材
を
備
え
る
こ
と
は
、
も
っ
と
も
有
利
な

条
件
と
な
る
。

●
Ｉ
Ｔ
・
電
気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
に
対
す
る
投
資
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

●
研
究
開
発
へ
の
ふ
ん
だ
ん
な
投
資
は
、
新
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
可
能
性
が
高
い
。

今
回
の
調
査
で
は
、
研
究
開
発
費
用
が
企
業
総

収
入
の
５
％
以
上
に
相
当
す
る
と
答
え
た
回
答

企
業
の
う
ち
、
44
％
は
競
合
会
社
を
上
回
る
業

績
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
研
究
開
発

費
用
が
総
収
入
の
５
％
を
下
回
る
と
答
え
た
企

業
で
は
そ
の
割
合
が
35
％
だ
っ
た
。

●
質
は
と
も
か
く
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
速
度
は
全
体
と
し
て
以
前
よ
り
も
あ
が
っ
て

い
る
。
71
％
の
回
答
者
が
、
自
社
の
年
間
総
売

上
高
の
半
分
以
上
を
５
年
以
内
に
発
売
し
た
製

品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得
て
い
る
と
回
答
し

た
。

●
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
科
学
者
や
研

究
者
た
ち
は
、
大
き
な
自
由
裁
量
権
を
も
つ
環

境
で
も
っ
と
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ア
イ
デ
ア
を
実
用
化
さ
せ
る
た
め
に

他
の
事
業
部
門
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら

業
務
を
遂
行
で
き
る
こ
と
も
重
要
な
条
件
だ
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
設
計
者
や
、
起
業
家
、
科

学
者
、
そ
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
。
こ
う

い
っ
た
全
て
の
人
材
が
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済
や
企
業
の
成
長
を
実
現

し
、
わ
れ
わ
れ
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
も
た
ら
す
の

だ
。
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日本
スイス
米国
スウェーデン
フィンランド
ドイツ
デンマーク
台湾
オランダ
イスラエル
オーストリア
フランス
カナダ
ベルギー
韓国
ノルウェー
シンガポール
英国
アイルランド
イタリア
オーストラリア
ニュージーランド
香港
スロベニア
スペイン
キプロス
ハンガリー
チェコ
エストニア
クロアチア
南アフリカ
ギリシャ
ポルトガル
マレーシア
クウェート
スロバキア
ロシア
アルゼンチン
ラトビア
ベネズエラ
サウジアラビア

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

付録A：イノベーション指数

2002～ 2006年 イノベーション力
人口 100 万人
当たりの
特許取得数

イノベー
ション
力指数

順位
直接的
インプット
指数

イノベー
ション
環境指数

順位
総合イノベー
ション成功
因子指数

順位 順位

11
4
4
2
1
7
2

14
6
7

18
12

9
14
13
19
16
16
19
26

9
25
21
23
22
46
27
24
27
36
52
38
29
32
46
30
35
33
39
56
71

23
5
3

10
6

14
1

16
8

24
22
19
12
15
35
21

2
4
7

40
9

13
11
43
20
25
27
36
18
56
46
50
28
34
49
30
72
52
32
60
68

14
4
3
5
1
9
2

16
6

12
19
10

8
15
18
21
11
13
17
28

7
23
20
25
22
41
27
24
26
39
49
35
29
31
46
30
42
34
36
60
70

1213.103
501.797
350.495
334.625
321.717
300.296
259.764
253.973 
198.294
192.058
141.320
139.483
127.846
119.155
115.598 
106.303
105.291
105.108 

69.879
64.284
59.981
44.076
43.094
20.178
14.418
11.738
10.351 

5.253
4.628
4.471
3.701
3.553
3.485
3.007
2.407 
2.122 
1.567 
1.512
1.182
1.046
1.040

10.00
9.71
9.48
9.45
9.43
9.38
9.29
9.28
9.12
9.10
8.91
8.90
8.84
8.80
8.78
8.73
8.72
8.72
8.46
8.41
8.37
8.17
8.16
7.68
7.47
7.34
7.26
6.83
6.75
6.73
6.61
6.59
6.58
6.48
6.34
6.26
6.07
6.05
5.89
5.82
5.81

9.50
9.88
9.88
9.94

10.00
9.56
9.94
9.06
9.63
9.56
8.69
9.44
9.50
9.06
9.13
8.44
8.81
8.81
8.44
7.06
9.50
7.38
8.13
7.50
7.94
5.19
6.94
7.44
6.94
6.00
4.75
5.88
6.75
6.44
5.19
6.50
6.06
6.25
5.63
4.25
3.19

6.88
8.50
8.53
8.24
8.48
7.95
8.61
7.68
8.37
6.85
7.31
7.52
8.20
7.69
6.53
7.38
8.61
8.52
8.42
6.35
8.28
8.10
8.23
6.26
7.44
6.83
6.76
6.50
7.54
5.54
6.06
6.03
6.75
6.55
6.04
6.70
4.59
5.86
6.59
5.22
4.80

8.71
9.46
9.47
9.43
9.54
9.08
9.54
8.65
9.25
8.75
8.27
8.86
9.11
8.65
8.35
8.12
8.75
8.73
8.43
6.85
9.13
7.59
8.16
7.13
7.79
5.68
6.89
7.16
7.12
5.86
5.14
5.92
6.75
6.47
5.44
6.56
5.62
6.13
5.91
4.54
3.67

注：特許データは 2002 ～ 05 年の平均値で、各国の人口 100 万人当たりの特許取
得数に基づいている。
下記イノベーション成功因子指数は 2002 ～ 06 年の平均値に基づく。
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ブルガリア
アラブ首長国連邦
キューバ
メキシコ
コスタリカ
チリ
ブラジル
ポーランド
バーレーン
リトアニア
ウクライナ
タイ
ルーマニア
ヨルダン
トルコ
カタール
インド
中国
フィリピン
コロンビア
カザフスタン
ケニア
エクアドル
チュニジア
エルサルバドル
セルビア
ペルー
エジプト
アゼルバイジャン
ドミニカ共和国
スリランカ
モロッコ
インドネシア
ナイジェリア
アルジェリア
イラン
パキスタン
ベトナム
バングラデシュ
アンゴラ
リビア

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
81

2002～ 2006年 イノベーション力
人口 100 万人
当たりの
特許取得数

イノベー
ション
力指数

順位
直接的
インプット
指数

イノベー
ション
環境指数

順位
総合イノベー
ション成功
因子指数

順位 順位

39
56
30
48
42
37
44
33
54
39
45
61
53
63
54
50
50
42
60
58
71
77
74
59
68
49
68
66
67
65
61
70
71
81
75
64
78
75
80
82
79

58
29
81
41
37
17
26
33
31
39
78
45
53
47
51
38
54
57
48
44
71
76
61
64
42
73
55
65
69
63
59
62
70
67
79
80
75
66
74
82
77

43
53
44
47
40
32
37
33
51
38
56
59
52
61
54
48
50
45
58
57
74
76
71
62
64
55
65
67
69
66
63
68
73
81
77
72
78
75
79
82
80

1
0.981
0.981

0.93
0.892
0.858

0.81
0.805
0.704
0.653
0.513
0.463
0.426
0.405

0.4
0.372
0.371
0.326
0.222
0.219
0.166
0.156
0.154
0.151
0.149
0.134
0.127
0.097

0.09
0.086
0.061

0.04
0.039
0.019
0.015
0.014
0.011
0.009
0.002
0.001
0.001

5.79
5.78
5.78
5.74
5.72
5.69
5.66
5.65
5.57
5.52
5.37

5.3
5.25
5.22
5.21
5.17
5.16
5.08
4.84
4.83
4.66
4.62
4.61

4.6
4.59
4.52
4.49
4.32
4.27
4.24
4.03
3.77
3.75
3.29
3.16
3.12
2.97
2.83
1.82
1.44
1.44

5.63
4.25

6.5
5

5.56
5.94

5.5
6.25
4.38
5.63
5.25
3.88
4.69
3.81
4.38
4.88
4.88
5.56
4.06
4.19
3.19
2.88
3.06
4.13
3.38
4.94
3.38
3.56
3.44
3.63
3.88
3.31
3.19
1.75

3
3.75
2.63

3
2.25
1.19
2.38

5.51
6.75

3.4
6.34
6.48
7.66
6.79
6.57
6.61
6.43
3.82

6.1
5.85
6.06
5.93
6.47

5.7
5.54
6.05
6.15
4.69
4.15
5.07
4.97
6.29
4.59
5.58
4.97
4.74
4.99
5.44
5.05
4.72
4.84
3.82
3.42
4.55
4.96
4.56
2.82
4.01

5.59
5

5.57
5.4

5.84
6.46
5.89
6.35
5.05
5.87
4.82
4.54
5.04
4.49
4.84
5.35
5.12
5.56
4.66
4.78
3.64
3.26
3.67
4.38
4.25
4.83
4.04
3.98
3.83
4.03
4.34
3.83
3.65
2.68
3.24
3.65

3.2
3.59
2.94
1.68
2.86

世界平均値 6.22 5.90 6.24 6.01
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日本
スイス
米国
スウェーデン
フィンランド
ドイツ
デンマーク
台湾
オランダ
イスラエル
オーストリア
フランス
カナダ
ベルギー
韓国
ノルウェー
シンガポール
英国
アイルランド
イタリア
オーストラリア
ニュージーランド
香港
スロベニア
スペイン
キプロス
ハンガリー
チェコ
エストニア
クロアチア
南アフリカ
ギリシャ
ポルトガル
マレーシア
クウェート
スロバキア
ロシア
アルゼンチン
ラトビア
ベネズエラ
サウジアラビア

1
2
3
4
7
5
9
6

13
8

10
12
11
15
17
18
14
16
20
19
21
22
23
24
27
25
26
31
30
29
28
34
32
33
38
35
36
43
37
45
41

2007～ 2011年 イノベーション力
予測イノベー
ション
力指数

順位
今後 5 年間
の予測
成長率

予測イノベー
ション
環境指数

順位
予測総合イノ
ベーション
成功因子指数

順位 順位

0
0
0
0

-2
1

-2
2

-4
2
1
0
2

-1
-2
-2
3
2

-1
1
0
0
0
0

-2
1
1

-3
-1
1
3

-2
1
1

-3
1
1

-5
2

-5
0

25
4
5
9

10
13

3
21
11
23
20
16
12
18
35
19

2
8
1

37
7

14
6

41
22
32
26
28
15
58
42
47
33
45
51
27
67
56
29
71
63

14
2
3
4
5
9
1

16
8

12
18
10

6
15
17
20
11
13
19
29

7
23
21
27
22
45
26
25
24
36
48
42
28
31
55
32
41
39
35
59
73

イノベーション成功因子

順位

12
1
1
1
1
7
1

13
7
7

18
7
6

13
17
19
13
13
19
27

7
23
21
24
22
48
26
25
27
35
50
43
27
30
53
31
39
38
40
56
73

予測直接的
インプット
指数

9.91
9.8

9.56
9.55
9.38
9.51
9.32
9.42
9.11
9.33
9.16
9.15
9.15

9
8.97
8.94
9.03

9
8.6

8.74
8.5

8.42
8.24
7.91
7.57
7.85
7.78
7.07
7.07
7.32
7.46

6.8
6.98
6.89
6.43
6.62
6.58
6.26
6.52
6.21
6.28

-0.9
1

0.9
1.1

-0.4
1.3
0.3
1.6

-0.1
2.5
2.8
2.8
3.5
2.2
2.1
2.4
3.5
3.2
1.6
3.9
1.5

3
1
3

1.4
6.9
7.2
3.5
4.7
8.8

12.8
3.2
6.2
6.3
1.3
5.7
8.4
3.5

10.6
6.7
8.1

9.56
10
10
10
10

9.63
10

9.25
9.63
9.63
8.81
9.63
9.94
9.25
9.19

8.5
9.25
9.25

8.5
7.25
9.63
7.69
8.13
7.63

8
5.69
7.44

7.5
7.25
6.63

5.5
6

7.25
7.06
5.25
6.81
6.44

6.5
6.31
4.81
3.31

7.36
8.53
8.53
8.45
8.33
8.22
8.55
7.71
8.33
7.44
7.82
7.95
8.28
7.92

7
7.92
8.67
8.47
8.74
6.83
8.47
8.18

8.5
6.72
7.67
7.06
7.34
7.22
7.98
5.91
6.67
6.41
7.05
6.53
6.15
7.28
5.39
6.03
7.21
5.01
5.59

9.01
9.63
9.63
9.61
9.58
9.27
9.64
8.87

9.3
9.08
8.57
9.21
9.52
8.92
8.64
8.35
9.11
9.05
8.56
7.15
9.34
7.81
8.22

7.4
7.92
6.03
7.41
7.43
7.43
6.45
5.79

6.1
7.2

6.93
5.48
6.93
6.18
6.38
6.54
4.86
3.88

注：世界平均値は各 82 か国のイノベーション指数から算出された平均値。
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ブルガリア
アラブ首長国連邦
キューバ
メキシコ
コスタリカ
チリ
ブラジル
ポーランド
バーレーン
リトアニア
ウクライナ
タイ
ルーマニア
ヨルダン
トルコ
カタール
インド
中国
フィリピン
コロンビア
カザフスタン
ケニア
エクアドル
チュニジア
エルサルバドル
セルビア
ペルー
エジプト
アゼルバイジャン
ドミニカ共和国
スリランカ
モロッコ
インドネシア
ナイジェリア
アルジェリア
イラン
パキスタン
ベトナム
バングラデシュ
アンゴラ
リビア

46
44
51
39
42
48
52
50
47
40
49
59
53
60
58
55
56
54
62
57
63
68
69
67
65
61
71
64
66
70
72
74
73
77
76
75
78
79
81
80
82

2007～ 2011年 イノベーション力
予測イノベー
ション
力指数

順位
今後 5 年間
の予測
成長率

予測イノベー
ション
環境指数

順位
予測総合イノ
ベーション
成功因子指数

順位 順位

-4
-1
-7
6
4

-1
-4
-1
3

11
3

-6
1

-5
-2
2
2
5

-2
4

-1
-5
-5
-2
1
6

-3
5
4
1
0

-1
1

-2
0
2
0
0

-1
1

-1

49
38
81
48
34
17
36
30
40
31
73
57
46
55
43
24
52
53
50
44
69
78
72
68
39
59
65
62
70
61
60
66
64
77
74
79
75
54
76
82
80

46
56
43
44
38
30
40
33
53
34
52
64
51
63
57
47
50
37
58
54
72
78
75
61
65
49
69
60
68
66
62
71
74
81
76
67
77
70
80
82

   79

イノベーション成功因子

順位

46
56
33
44
41
33
42
31
54
35
44
65
52
65
59
50
49
37
58
54
69
78
73
60
68
47
69
62
64
67
63
71
77
81
72
60
73
73
80
82
78

予測直接的
インプット
指数

6.21
6.22
6.14
6.41
6.27

6.2
6.06
6.14

6.2
6.28
6.19
5.37
5.93
5.35
5.61
5.81
5.74
5.82
5.33
5.62
5.09
4.78
4.77
4.85
4.91
5.34
4.57

5
4.85
4.64
4.29
3.95
3.98
3.41
3.64
3.68
3.41
3.22
1.89

1.9
1.62

7.2
7.6
6.2

11.6
9.7
8.8
7.2
8.6

11.3
13.8
15.3

1.3
12.9

2.6
7.6

12.5
11.1
14.5
10.2
16.4

9.3
3.4
3.5
5.4
6.9
18

1.7
15.6
13.6

9.5
6.4
4.9
6.3
3.8

15.1
17.9
14.8
13.8

4
32.6
12.9

5.88
4.81
6.69
5.94
6.19
6.69
6.13
6.81
5.19
6.63
5.94

4
5.44

4
4.63

5.5
5.56
6.56
4.69
5.19

3.5
2.88
3.31
4.31
3.63
5.75

3.5
4.25
4.13
3.94
4.19
3.44
3.19

2
3.38
4.31
3.31
3.31
2.38
1.75
2.88

6.36
6.81
4.18

6.4
7.03
7.93
6.84
7.18
6.76
7.13
4.85
6.03
6.43
6.04
6.66
7.39
6.13
6.07
6.31
6.64

5.2
4.56
4.97
5.38
6.78
5.81
5.54
5.64
5.04
5.66
5.71
5.44
5.56
4.65
4.76

4.5
4.71
6.05
4.71
3.73
4.23

6
5.31
6.06
6.05

6.4
7

6.3
6.91
5.58
6.75
5.67
4.51
5.69
4.51
5.13
5.97

5.7
6.44
5.09
5.55
3.93

3.3
3.73
4.58
4.41
5.77
4.01

4.6
4.35
4.37
4.57
3.94
3.78
2.66
3.72
4.36
3.66

4
2.96
2.24
3.21

世界平均値 6.56 6.89 6.27 6.63 6.36
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付
録
Ｂ
：
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
標

　

わ
れ
わ
れ
は
82
カ
国
に
対
し
て
３
種
類
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
数
を
設
定
し
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）

の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
（
Ｂ
Ｅ
Ｒ
）
モ
デ

ル
を
活
用
し
た
。

　

１
つ
め
の
指
数
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
ま
た
は
能
力
を
測
定
す
る
も
の
で
、
国
際

的
な
特
許
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
。
残
り
の

２
つ
は
複
合
指
標
で
、
Ｂ
Ｅ
Ｒ
ス
コ
ア
を
も
と
に

構
成
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
イ
ン
プ
ッ

ト
ま
た
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
を
測
定

す
る
も
の
で
あ
る
。
１
つ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
を
示
し
、
も
う
１

つ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
表
わ
す
も
の
で
、

後
者
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
す
る
経

済
的
・
社
会
的
・
政
治
的
な
広
範
な
背
景
を
網
羅

し
て
い
る
。

　

４
番
目
の
総
合
指
標
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
環
境
指
標
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
総

合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
指
数
と
し
て
表

わ
し
た
。
直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト
に
は
０
・
７
、
環

境
指
数
に
は
０
・
３
の
係
数
を
乗
じ
た
が
、
こ
の

割
合
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
を
直
接
的
イ
ン

プ
ッ
ト
に
関
連
付
け
る
後
述
の
回
帰
方
程
式
で

用
い
た
推
定
係
数
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

特
許
デ
ー
タ
は
２
０
０
２
～
０
５
年
の
平
均

値
で
、
一
方
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
成
功
因
子
は

２
０
０
２
～
０
６
年
の
平
均
値
に
基
づ
く
指
数

で
あ
る
。
す
べ
て
の
指
数
は
以
下
の
変
換
式
を
用

い
て
１
～
１
０
ま
で
の
得
点
で
示
し
て
い
る
。

９
×（
各
国
の
指
数
値
ー
指
数
の
最
小
値
）／（
指

数
の
最
大
値
ー
指
数
の
最
小
値
）
＋
１

　

ま
た
、
Ｂ
Ｅ
Ｒ
に
は
過
去
の
デ
ー
タ
と
と
も
に

今
後
５
年
間
に
関
す
る
予
測
評
価
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
２
０
０
７
～
１
１
年
の
平
均
値
と
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
予
測
実
績
を
算
出
す
る
こ

と
も
で
き
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力

　

特
許
デ
ー
タ
は
多
数
の
問
題
点
を
抱
え
て
い

る
も
の
の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

代
用
と
な
る
現
在
入
手
可
能
な
最
善
か
つ
唯
一

の
尺
度
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
代
替
指

標
に
関
す
る
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
共
通
の
結
論

で
あ
っ
た
（
後
述
）。
特
許
デ
ー
タ
は
２
０
０
２

～
０
５
年
の
平
均
値
で
、
各
国
の
人
口
１
０
０
万

人
当
た
り
の
特
許
取
得
数
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の
特
許
数

の
自
然
対
数
を
前
述
の
式
を
用
い
て
１
～
10
ま

で
の
得
点
で
示
し
て
い
る
。
最
大
値
は
日
本
の
実

数
、
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
１
、２
１
３
件
を

下
回
る
８
０
０
件
と
定
め
、
日
本
は
指
数
の
最

大
値
で
あ
る
10
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
い
る
が
、

こ
の
最
大
値
の
設
定
に
よ
り
、
日
本
と
他
国
と
の

差
異
を
縮
め
、
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ｏ
デ
ー
タ
に
見
ら
れ
る
日

本
の
特
許
数
の
増
加
傾
向
を
あ
る
程
度
ま
で
相

殺
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
で
は
、
最
近
ま

で
各
特
許
請
求
の
範
囲
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
申
請
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
他
国
で
は
、
１
回
の
特
許
申
請
で
複
数
の
特

許
請
求
範
囲
を
ま
と
め
て
申
請
で
き
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
日
本
に
お
け
る
特
許
活
動
が
例
外
的
に

活
発
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
複
合
基
準
は
、
前
述
の

指
標
と
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
提
案
す
る
特
許
数
と
い
う
尺

度
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
る

が
、
こ
の
複
合
基
準
の
結
果
は
、
特
許
の
み
の
基

準
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
結
果
を
示
し
た
。
た
と
え

ば
上
位
３
カ
国
は
ま
っ
た
く
同
様
に
日
本
、
ス
イ

ス
と
米
国
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
原
動
力
と
の
関
係
も
、
特
許
の
み
か
ら
得
ら
れ

た
結
果
に
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
た
。
複
合
実
績

指
標
に
お
け
る
国
家
間
差
の
90
％
は
、
２
つ
の
原

動
力
の
指
数
で
説
明
が
つ
く
の
だ
（
後
出
の
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
解
釈
」
に
関
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
を
参
照
の
こ
と
）。

　

次
ペ
ー
ジ
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
指
標
の
相
関
関
係
を
ま
と
め
た
表
を
掲
載
し

て
い
る
。
特
許
数
は
学
術
文
献
の
引
用
数
と
も
っ

と
も
高
い
相
関
性
を
示
し
て
い
る
が
、
他
の
２

つ
の
指
標
と
も
か
な
り
の
相
関
性
を
も
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
だ
が
、
特
許
数
と
そ
れ
以
外
の
指

標
の
間
の
相
関
関
係
は
、
特
許
数
を
除
い
た
そ
の
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他
指
標
相
互
の
相
関
関
係
を
上
回
っ
て
い
る
（
１

パ
タ
ー
ン
の
み
は
同
等
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
が
）。

こ
の
こ
と
か
ら
も
特
許
数
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

力
を
測
る
確
実
な
尺
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

特
許
デ
ー
タ
を
基
準
と
し
て
用
い
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
は
ほ
か

に
も
多
く
の
重
要
な
形
態
が
あ
り
、
特
許
数
だ

け
で
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
各
国
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、

本
調
査
に
匹
敵
す
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
存
在

し
て
い
な
い
。
ま
れ
な
例
外
と
し
て
、
企
業
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対

す
る
評
価
を
試
み
た
欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）
の
地

域
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
定
期
調
査
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）

が
あ
る
。
し
か
し
同
調
査
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
み
で
実
施
さ
れ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
対
象
の
多

く
が
均
質
性
の
高
い
国
で
、
サ
ン
プ
ル
数
も
少
な

く
、
比
較
精
度
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
欠
点
を

抱
え
て
い
る
（
た
と
え
ば
特
定
の
国
の
調
査
結

果
で
数
年
の
間
に
信
じ
が
た
い
ほ
ど
大
き
な
変

動
が
見
ら
れ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
）。
さ
ら

に
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
調
査
結
果
と
そ
の
他
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
指
標
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
希
薄
で
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｕ
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
調
査
の
結
果
を
検
証

し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
４
つ
の
論
点
に
基
づ

い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
複
合
指
標
を
作
成
し
た

（
２
０
０
５
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
）。
２
０
０
０
年
の
デ
ー
タ
が
入

手
可
能
な
の
は
25
カ
国
未
満
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
で
、
２
０
０
２
年
は
16
カ
国
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
論
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
中
小
企
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
（
全
サ
ン
プ

ル
中
小
企
業
に
占
め
る
％
）。イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
な
企
業
と
は
、
新
製
品
ま
た
は
新
プ
ロ
セ

ス
を
導
入
し
た
企
業
と
定
義
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

２
．
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
（
サ
ン
プ
ル
企
業
生

産
高
に
占
め
る
％
）。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
支
出
で
、
た
と
え
ば
研
究
開
発
、
製

品
や
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係

す
る
機
械
・
設
備
類
の
導
入
、
特
許
や
各
種

許
認
可
、
意
匠
の
取
得
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
研
修
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
範
囲
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
含
め
る

も
の
と
す
る
。

３
．
初
め
て
商
品
化
さ
れ
た
製
品
の
発
売
（
サ
ン

プ
ル
企
業
生
産
高
に
占
め
る
％
）。

４
．
初
の
商
品
化
で
は
な
い
が
そ
の
企
業
に
と
っ

て
の
新
製
品
の
発
売
（
サ
ン
プ
ル
企
業
生
産

高
に
占
め
る
％
）。

　

Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
基
づ
く
指
標
と
わ
れ
わ
れ
の
特
許
指

標
と
の
間
の
２
０
０
０
年
と
２
０
０
２
年
と
の
間

の
関
係
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
が
入
手
で

き
る
国
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
比
率
は
、
両
年
と

も
に
適
度
な
０
・
５
～
０
・
55
だ
が
、
不
規
則
に

高
い
ス
コ
ア
を
記
録
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ

ン
を
異
常
値
と
し
て
取
り
扱
っ
て
除
外
し
た
場

合
、
０
・
75
と
い
う
比
較
的
高
い
数
値
に
上
昇
す

る
（
代
替
的
手
法
と
し
て
は
、
同
結
果
を
額
面
値

と
し
て
と
ら
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
部
の
企
業
で
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
活
発
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
結
論
を
導
く
方
法
が
あ
る
）。

　

特
許
指
標
が
、
特
許
と
は
明
ら
か
に
関
係
の
な

い
形
態
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
も
有
効
な

尺
度
で
も
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
試
み
か
ら
も
明
ら

か
だ
ろ
う
。

特許

中度・高度先進
技術による
製造業

文献引用数

技術吸収力に
関する調査

特許 中 度・高 度
先進技術に
よる製造業

文献
引用数

技 術 吸 収
力 に 関 す
る調査

1.00

0.75

0.90

0.70

1.00

0.70

0.59

1.00

0.59 1.00
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
解
釈

　

各
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
の
解
釈
に
用
い

た
２
つ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
の
説
明
能
力
は
非

常
に
高
い
。
82
カ
国
の
回
帰
分
析
か
ら
、
２
つ

の
指
標
に
よ
っ
て
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の

特
許
数
に
お
け
る
国
家
間
差
の
90
％
以
上
の
説

明
が
つ
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
直
接
的
イ
ン
プ
ッ

ト
指
数
は
国
際
特
許
数
に
対
し
て
さ
ら
に
大
き

な
影
響
力
が
あ
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指

数
も
か
な
り
の
作
用
を
発
揮
し
て
い
る
。

独
立
変
数
：
国
際
特
許
指
数

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

直
接
的
イ
ン
プ
ッ
ト

　

本
指
数
は
以
下
の
指
標
を
同
等
に
取
り
扱
っ

た
上
で
の
平
均
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

■
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
研
究
開
発
費
の
割
合
（
％
）

■
研
究
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
質

■
労
働
力
の
教
育
レ
ベ
ル

■
労
働
力
の
専
門
的
技
能

■
Ｉ
Ｔ
・
電
気
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
質

■
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
率

　

す
べ
て
の
指
標
は
、
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
下
と

定
め
ら
れ
る
も
と
も
と
の
生
デ
ー
タ
数
値
に
も

と
づ
い
て
１
～
５
段
階
に
表
わ
し
た
。
本
書
の
複

合
指
標
に
お
い
て
１
～
10
段
階
に
変
換
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指
標
は
以
下
の
12
の

要
因
に
基
づ
い
て
い
る
。

■
政
治
的
安
定
性

■
マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
性

■
制
度
的
枠
組
み

■
規
制
環
境

■
税
制
度

■
労
働
市
場
の
柔
軟
性

■
海
外
資
本
に
対
す
る
国
内
経
済
の
開
放
度

■
外
国
人
労
働
者
雇
用
の
容
易
さ

■
海
外
か
ら
の
影
響
に
対
す
る
国
内
文
化
の
受

容
度

■
科
学
技
術
の
進
歩
に
対
す
る
国
民
の
姿
勢

■
投
資
資
金
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス

■
知
的
所
有
権
の
保
護

　

上
記
す
べ
て
の
指
標
の
出
所
は
Ｂ
Ｅ
Ｒ
だ
が
、

た
だ
１
つ
の
例
外
は
「
科
学
に
対
す
る
国
民
の

姿
勢
」
で
、
こ
れ
は
世
界
価
値
調
査
（
Ｗ
Ｖ
Ｓ
）

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

複
合
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指
数
を
算
出
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
関
連
要

因
の
相
対
的
な
重
要
性
に
関
す
る
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
12
の
指
標
に
対
し
て
以
下
の
係
数
を
乗

じ
た
。

各
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
指
標
に
乗
じ
た
係
数

政治的安定性

マクロ経済の安定性

制度的枠組み

規制環境

税制度

労働市場の柔軟性

海外資本に対する国内経済の開放度

外国人労働者雇用の容易さ

海外からの影響に対する国内文化の受容度

科学技術の進歩に対する国民の姿勢

投資資金融資へのアクセス

知的所有権の保護

0.109

0.089

0.107

0.108

0.075

0.072

0.083

0.069

0.063

0.058

0.056

0.112

一定値

イノベーション 1

イノベーション 2

日本

調整値　R2

N 値

0.3603

0.2944

0.6779

1.4383

0.915

82

1.0552

3.3845

13.0785

2.2563

イノベーション 1：イノベーション環境指数

イノベーション 2：イノベーション直接的インプット指数

日本：日本を 1、他国を 0 としたダミー変数

係数 t 統計値
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２
０
０
２
～
０
５
年
の

主
要
国
に
お
け
る

人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
の

国
際
特
許
指
数

　

前
述
し
た
推
定
式
は
、
今
後
５
年
間
に
お
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
績
の
予
測
に
も
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
。
２
つ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
の

予
測
値
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｒ
予
測
ス
コ
ア
に
も
と
づ
き
、

２
０
０
７
～
２
０
１
１
年
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
実
績
（
特
許
活
動
の
予
測
に
も
と
づ
く
）

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
予
測
式
に
挿
入
さ
れ
て
い
る

（
同
手
順
で
は
２
０
０
２
～
０
６
年
の
実
績
算
出

式
に
お
け
る
予
測
誤
差
を
２
０
０
７
～
１
１
年

に
も
あ
て
は
め
ら
れ
る
と
仮
定
し
て
い
る
）。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
モ
デ
ル
で
は
、
標
準
的

な
分
析
手
法
を
用
い
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
に
よ

る
国
別
予
想
で
網
羅
さ
れ
た
82
カ
国
の
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
質
ま
た
は
魅
力
を
評
価
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
を
構
築
す
る
た
め
に
用
い
る
主
要
な
基

準
を
反
映
さ
せ
、
過
去
の
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、

今
後
５
年
間
に
優
勢
に
な
る
と
思
わ
れ
る
予
測

条
件
も
考
慮
に
入
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、

地
域
的
お
よ
び
世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
詳
細
に
わ

た
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
予
測
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
モ
デ
ル
で
は
、
異
な
る

10
の
基
準
ま
た
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
検
証

し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
政
治
環
境
、
マ
ク
ロ
経

済
環
境
、
市
場
機
会
、
自
由
な
起
業
お
よ
び
競

争
の
た
め
の
政
策
、
海
外
投
資
に
関
す
る
政
策
、

貿
易
お
よ
び
為
替
に
対
す
る
規
制
、
課
税
制
度
、

資
金
調
達
、
労
働
市
場
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
、
Ｅ
Ｉ
Ｕ
に
よ
っ
て
数
値
化
さ
れ
た
過
去
５
年

間
あ
る
い
は
今
後
５
年
間
の
指
標
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
指
標

の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
５
（
貿
易
お
よ
び
為
替
に
関

す
る
規
則
）
～
16
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）

と
異
な
っ
て
お
り
、
合
計
91
の
指
標
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
れ
ら
指
標
の
う
ち
ほ
ぼ
半
数
は
定
量
的
な

デ
ー
タ
（
た
と
え
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
な
ど
）
を

も
と
に
し
た
も
の
で
、
過
去
の
実
績
（
２
０
０
２

～
０
６
年
）
に
関
し
て
は
各
国
政
府
お
よ
び
国
際

機
関
が
作
成
し
た
各
種
統
計
資
料
か
ら
抜
粋
し

て
い
る
（
出
典
は
後
述
の
と
お
り
）。
予
想
部
分

（
２
０
０
７
～
１
１
年
）
の
ス
コ
ア
に
関
し
て
は
、

Ｅ
Ｉ
Ｕ
の
予
測
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
他
の
指

標
は
も
と
も
と
性
質
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
（
た
と
え
ば
金
融
規
制
シ
ス
テ
ム
の
質
な
ど
）、

２
０
０
２
～
０
６
年
に
関
し
て
は
、
広
範
な
資

料
デ
ー
タ
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
デ
ー
タ
な
ど

か
ら
抜
粋
し
、
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
調
整
を
加
え
て
い
る
。

２
０
０
７
～
１
１
年
の
質
的
指
標
に
関
す
る
す

べ
て
の
予
測
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
行
っ
た
評
価
を
も
と

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ラ
ン
キ
ン
グ
の
算
出

　

ラ
ン
キ
ン
グ
は
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
け
て

算
出
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
各
91
指
標
に
対
し
て

１（
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
非
常
に
悪
い
）～
５（
ビ

ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
非
常
に
よ
い
）
ま
で
の
得
点

を
つ
け
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
合
計
得
点
は
、

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
す
べ
て
の
指
標
が
獲
得
し

た
得
点
の
単
純
な
平
均
値
、
ま
た
は
特
定
の
指

標
に
一
定
の
係
数
を
乗
じ
た
平
均
値
に
基
づ
い

て
算
出
さ
れ
る
。
つ
づ
い
て
一
次
（
線
形
）
変

換
に
基
づ
く
調
整
を
行
い
、
１
～
10
ま
で
の
指

フランス
ドイツ
オランダ
アイルランド
スウェーデン
スイス
米国
英国
ブラジル
中国
インド
メキシコ
ロシア

8.97
9.18
9.35
8.56
9.52
9.56
9.56
8.84
6.09
5.76
5.34
5.62
5.82

8.90
9.38
9.12
8.46
9.45
9.71
9.48
8.72
5.66
5.08
5.16
5.74
6.07

予測値は上述の回
帰方程式に基づく。

予測値 実数値

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
の
方
法
論
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標
値
を
求
め
る
。
そ
れ
か
ら
10
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

お
け
る
指
標
値
の
計
算
上
の
平
均
値
を
も
と
め
、

ふ
た
た
び
１
～
10
ま
で
の
得
点
で
各
国
の
総
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
ス
コ
ア
を
算
出
し
た
。

出
典

　

過
去
の
実
績
と
し
て
用
い
た
各
種
デ
ー
タ
の

お
も
な
出
所
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ

ク
ト
ブ
ッ
ク
」、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
「C

ountry R
isk 

S
ervice

」、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
「C

ountry Finance

」、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ

ト
の
「C

ountry C
om

m
erce

」、
ブ
リ
タ
ニ

カ
百
科
事
典
の
「
年
刊
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
」、フ
リ
ー

ダ
ム
ハ
ウ
ス
の
「
政
治
的
権
利
お
よ
び
市
民
の

自
由
に
関
す
る
年
間
調
査
」、
ヘ
リ
テ
ッ
ジ
基
金

の
「
経
済
的
自
由
指
標
」、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
「
外
国
為

替
規
制
に
関
す
る
年
次
報
告
書
」、
管
理
開
発
国

際
研
究
所
（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
の
「
国
際
競
争
力
イ
ヤ
ー

ブ
ッ
ク
」、
国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
の
「
国

際
労
働
統
計
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
」、
英
国
の
「
月
刊

統
計
広
報
誌
」、
英
国
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計
イ

ヤ
ー
ブ
ッ
ク
」、
米
国
社
会
保
障
局
の
「
世
界
の

社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
世
界
銀
行
の
「
世
界

開
発
報
告
書
」
お
よ
び
「
世
界
開
発
指
標
と
事

業
運
営
」、
な
ら
び
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

「
２
０
０
６
年
国
際
競
争
力
報
告
書
」
が
あ
る
。

　

２
０
０
６
年
11
月
に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
は
世
界
各
国
の
経
営
者

４
８
５
名
を
対
象
と
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
企
業
の
取
り
組
み
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
回
答
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
。
す
べ
て
の
回
答
の
合
計
が
ち
ょ

う
ど
１
０
０
％
に
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
数
値

切
り
上
げ
に
よ
る
も
の
、
あ
る
い
は
質
問
に
よ
っ

て
は
回
答
者
に
複
数
の
回
答
を
求
め
て
い
る
た

め
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

付
録
Ｃ
：
調
査
結
果

企業の長期的成功に対し、イノベーションはどれくらいの重
要性をもっていますか？（回答者の割合：％）

非常に重要である 47%

重要である 40%

やや重要である 12%

あまり重要
ではない 1%

企業にとってのイノベーションの重要度は、他の成功因子より
も高いですか、それとも低いですか？

あなたの組織においてもっとも成功したイノベーション
の要因として考えられるものは何ですか？
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

私の組織にとって、イノベーションは以下の要因よりも重要です。
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

32%

22%

38%

36%

26%

21%

売上の増加

株価

経営の効率

マーケットシェア

利益幅

上記以外

39%

46%

49%

13%

29%

7%

21%

その他

業務、製品、サービスの改善点の修正

業界または市場構造の変化

顧客の嗜好・性向の変化

人口構造の変化

科学技術の飛躍的進歩

イノベーションプログラムへの計画的投資
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あなたの組織ではどの部門でもっとも頻繁に新商品・サー
ビス・プロセスのためのアイディアが生み出されますか？
※上位３つを選択（回答者の割合：％）

研究開発部門

営業・マーケティング部門

ロジスティックス・サプライチェーン・調達部門

経営統括部門（最高責任者を含む）

取締役会

財務・会計部門

リスク管理・コンプライアンス・法務部門

人事部門

戦略・企画・事業開発部門

業務部門

その他

42％

50％

10％

32％

7％

9％

9％

2％

40％

23％

5％

あなたの組織では、計画的なイノベーションの推進を支援するため
に、どのような措置を講じますか？
※該当するものを全て選択（回答者の割合：％）

通常の業務に煩わされることのない専任のチームを発足させる

適切なリスクを負うことができるようプロジェクトのチームに権限を与える

適切な資金を提供する

役員によるサポートを与える

役員が進捗状況に対する客観的評価を行う

上記のいずれにも該当しない

わからない

41％

39％

37％

50％

27％

6％

3％

あなたの組織では、成功を収めた新しい製品・サービス・プ
ロセスに対し、イノベーションに関する提案書や意見書をお
よそ何件検討しますか？（回答者の割合：％）

10 件未満 29%

10 ～ 25 件 23%

25 ～ 50 件 10%

50 ～ 100 件 8%

100 ～ 500 件 3%

500 ～ 1000 件 1%

1000 件超 1%

わからない 24%

あなたの組織では、従業員によるイノベーションの提案あるいは開
発を、どのような手段で奨励していますか？（回答者の割合：％）

正規の業務からはずれ、イノベーションに専念できる
時間を与える

特別な設備・装置類を購入するための資金を提供する

会社のリソースに対するアクセスを特例で認める

自社株購入権を与える

給料を引き上げる

関連会社の株式を与える

幹部役員による表彰を行なう

賞金・賞品を授与する

上記のいずれにも該当しない

その他

22％

17％

27％

9％

22％

4％

33％

20％

5％
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50%超 5%

あなたの組織内では、イノベーション推進のアイディアの実行を決
定する材料となるものは何ですか？（回答者の割合：％）

あなたの組織が、新製品・サービス・プロセスに関するアイディア
の源として頻繁に活用している情報ソースはどれですか？

（回答者の割合：％）

取締役会の支持 28%

CEO、CFO などの最高責任者
による支持 18%

研究部門長による承認 11%

中間管理職による支持 29%

一般従業員からの
サポート 11%

その他 3%

株主
7%

72%

23%

34%

41%

11%

17%

11%

13%

9%

2%

顧客およびマーケットリサーチ

サプライヤー

パートナー企業（提携先またはジョイントベンチャー）

競合他社

買収先企業

コンサルティング会社

大学

会議

メディア

その他

大学からイノベーションの成果を取得する場合、あなたの組織で
はどのような形態の技術移転を望みますか？（回答者の割合：％）

独占権

大学学部との契約

発明または発見に関与した主要スタッフの雇用

イノベーションに関わった大学の開発者と
コンサルタント契約を結ぶ

該当しない／わからない

15%

19%

19%

19%

53%

25%超 18%

あなたの組織が雇用する従業員のうち、科学者または技術者
は全体のどのくらいの割合を占めていますか？

（回答者の割合：％）

なし 11%

5%未満 28%

5 ～ 10% 14%

10 ～ 15% 9%

15 ～ 20% 7%

20 ～ 25% 6%

わからない 6%

あなたの組織が研究開発に投じる資金は年間総収入に対して
およそどのくらいの割合を占めていますか。

（回答者の割合：％）

1%未満 14%

わからない 19%

1 ～ 2% 10%

2 ～ 3% 12%

3 ～ 5% 16%

5 ～ 8% 10%

8 ～ 12% 9%

12%超 10%

あなたの組織における研究開発への資金のうち、およそどの
くらいの割合が政府機関またはその他公的機関から提供され
たものですか？（回答者の割合：％）

0％ 61%

わからない 15%

1 ～ 10% 9%

10 ～ 20% 4%

20 ～ 30% 3%

30 ～ 50% 3%
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あなたの組織はハイテク企業クラスター（たとえば米国カリフォル
ニア州のシリコン・バレーや英国のケンブリッジシャー・フェンス、
イスラエルのシリコン・ワディなど）にその本拠地を置いている、
あるいはそれらと密接な関係を持っていますか？

（回答者の割合：％）

はい 13%

いいえ 87%

あなたの組織が属するクラスターには、およそいくつの技術系研究
機関（大学、公的研究所、契約研究機関、シンクタンクなど）があ
りますか？（回答者の割合：％）

５未満 13%

5 ～ 20 25%

20 ～ 40 17%

40 超  15%

わからない 30%

組織が所属するクラスター内にある金融機関は、事業に関してどの
程度精通していますか？（回答者の割合：％）

非常に精通している 20%

精通している 26%

いくらか精通している 19%

まったく精通していない 9%

存在しない 3%

わからない 24%

一般的にあなたの会社ではどのくらいの期間内にイノベー
ションへの投資費用回収を期待しますか？

（回答者の割合：％）

1 年以内 13%

２年以内 40%

4 年以内 25%

7 年以内 7%

10 年以内
あるいは
それ以上 5%

わからない 10%

あなたの会社ではどのくらいの期間内にその他の形態（新
しい工場の建設など）の設備投資費用回収を期待しますか？

（回答者の割合：％）

1 年以内 5%

２年以内 23%

4 年以内 29%

7 年以内 14%

10 年以内
あるいは
それ以上 12%

わからない 17%

あなたの会社では新製品または新サービスから得られる収益はどの
くらいの割合を占めていますか？わたしの組織の年間総収入の半分
以上は以下の時期に発売された製品またはサービスから得られてい
ます。（回答者の割合：％）

1 年前 8%

2 年前 15%

3 年前 20%

5 年前 28%

10 年前 13%

15 年前 4%

20 年前 4%

25 年か
それ以上前 4%
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あなたの組織がイノベーション活動の拠点となる国を探していると仮定して、
その決定に対して以下の国家的特性はどの程度重要ですか？

（回答者の割合：％）

56% 36% 6%

4

39% 51% 9% 2%

53% 40% 5% 2%

2%

54%

27%

39% 5% 1

30% 52%

53%

17%

18%

1

2%35% 49% 14%

2%26% 51% 21%

3%22% 49% 25%

6%20% 42% 31%

3%20% 45% 32%

2%60% 29% 10%

1

15% 46% 36%

4

19% 46% 32% 3%

14% 43% 40% 3%

2%

48%

49%

37% 12% 2%

47% 43%

42%

9%

7%

2%

2%53% 39% 6%

2%28% 51% 19%

3%

政治的な安定性

マクロ経済の安定性

制度的枠組み（行政、法治、政治的腐敗の度合いなど）

規制環境（営業行為、許認可取得、新規事業着手の容易さなど）

税制度（税負担、公平性、一貫性、投資刺激策など）

労働市場の柔軟性

海外資本に対する国内経済の開放度

外国人労働者雇用の容易さ

海外からの影響に対する国内文化の受容度

科学技術の進歩に対する国民の姿勢

投資資金融資へのアクセス

知的所有権の保護

非常に重要である いくらか重要である あまり重要ではない わからない

あなたの組織があなたの組織がイノベーション活動の拠点となる国を探して
いると仮定して、その決定に対して以下の要因はどの程度重要ですか？（回
答者の割合：％）

国家全体の総研究開発費用

民間部門による研究開発への支出額

公的政府機関による研究開発への支出額

科学者・技術者雇用の容易さ

大卒者獲得の容易さ

労働力の専門的技能

IT・電気通信関連インフラストラクチャーの質

ブロードバンドの普及率

非常に重要である いくらか重要である あまり重要ではない わからない

あなたの組織は以下のどの地域に本拠地を構えていますか？
（回答者の割合：％）

アジア太平洋地域  20%

南米  4%

北米  21%

ヨーロッパ東部  9%

ヨーロッパ西部  40%

中東・アフリカ  6%

あなたの組織の年間総収入額は米ドル換算でどのくらいになりま
すか？（回答者の割合：％）

競合会社と比較してあなたの会社の最近の財務実績をどのように
評価しますか？（回答者の割合：％）

5 億ドル未満  48%

5 ～ 10 億ドル  10%

10 ～ 50 億ドル  16%

50 ～ 100 億ドル  6%

100 億ドル超  20%

競合会社を上回っている  39%

競合会社と互角である  52%

競合会社を
下回っている  10%
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あなたの組織の主要な業種は何ですか？（回答者の割合：％）

航空宇宙・防衛

農業・農業関連

自動車

化学

建設・不動産業

消費財関連

教育

エネルギー・天然資源

エンターテイメント・メディア・出版

金融サービス

政府・公的機関

医療・製薬・バイオテクノロジー

IT および技術関連

ロジスティックス・物流

製造業

専門的サービス

小売業

電気通信

運輸・旅行・観光
2%

2%

3%

10%

8%

＜ 1%

14%

6%

4%

25%

2%

4%

2%

5%

3%

2%

2%

2%

1%

あなたの役職名をもっとも的確に表わしているものは以下のうちど
れですか？（回答者の割合：％）

取締役

CEO・社長・代表取締役

CFO・財務部長・監査役

CIO・技術部門長

その他最高責任者

副社長・SVP・役員

事業本部長

部門長

管理職

その他

4%

14%

3%

4%

6%

13%

8%

14%

27%

9%

あなたの機能上の役割は何ですか？以下の中から 3 つまで選択して
ください。（回答者の割合：％）

顧客サービス

財務

経営統括

人事

情報・研究

IT

法務

マーケティング・営業

その他

4%

14%

3%

11%

6%

24%

33%

14%

14%

3%

16%

4%

25%

12%

4%

14%

10%

4%

40%

2%

業務・生産

調達

リスク管理

研究開発

サプライチェーン管理

戦略・事業開発 エコノミスト・インテリジェンス・ユニットおよびスポンサーは上記情
報の精度を保証するためにあらゆる努力を払っていますが、本報告書に
記載された情報、意見または結論、あるいはそれらの信頼性に対する責
任を負わないものとします。


